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はじめに 
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 本校は明治３４年に創立され，本年度１１１年目を経過する全日制普通科単位制高

校であり，質実剛毅の校風のもと文武両道の実践をはかり，これまでに各界で活躍す

る多くの卒業生を輩出してきました。 

 理数教育に関しては，単位制改編前に理数コースを設置するなどしてその充実を図

ってきましたが，近年，高校の全県一学区制の導入など本校を取り巻く状況が急速に

変化し，生徒の理系離れが伺えるようになっていました。そうした本校にとってスー

パーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の申請は，教職員が危機感を共有し，長年の

伝統の力に新たな活力を加え，学校としての組織力を発挿して何とかこの状況を打開

し，地域の進学校として再度本県の理数教育推進の一翼を担い，ひいては我が国の科

学技術の発展に貢献していきたいとの高い理想を掲げたものでありました。 

 昨年４月１日付けでＳＳＨの指定を受けて以来，ＪＳＴ，県教育委員会，運営指導

委員会のご支援をいただきながら計画にもとづいて事業を実施してきました。本校の

ＳＳＨ事業の柱の一つは学校設定科目「ＳＳ基礎，ＳＳ探究Ⅰ･Ⅱ」にあります。学校

設定科目「ＳＳ基礎，ＳＳ探究Ⅰ･Ⅱ」は，理数に興味関心が高い生徒の中から選抜し

た生徒を対象に，大学，研究機関と連携した科学講演会や科学講座の実施，「サイエ

ンスツアー・サイエンスラボ」における施設見学や実験・実習体験，また，班別，個

人別の課題研究を行い，生徒の科学的能力・資質を育成するものです。山梨大学や県

立大学，県環境科学研究所をはじめとする研究機関，産業界の協力を得ながら事業を

実施することができました。 

 姉妹校であるイギリスＫＬＢ校との国際交流による英語教育も柱の一つです。本校

は英国の姉妹校キャサリーン・レディ・バークレーズ（ＫＬＢ）校と毎年生徒を相互

にホームステイさせながら語学研修を行っていますので，ＫＬＢとの交流にＳＳＨの

英語教育を位置づけています。残念ながら今年度はＫＬＢの来日が中止になったこと

により，取り組みは来年度に持ち越されました。  

  また，本校のＳＳＨは本校が地域の学術文化における「知の拠点」となること

をめざしていますので，事業を地域の中高生や保護者等に広く呼びかけていま

す。９月に開催した「日川高校サイエンスアカデミー」（ＳＳＨ講演会）には，脳科

学者の茂木健一郎さんを招き，地域の中高生，先生方，保護者，同窓生など多くの方

々に参加していただきました。１月には極地生物学者長沼毅さんを講師に招き第２回

を実施しました。地域を巻き込んでＳＳＨに取り組むことは，本校のみならず地域の

小中学校・高校の理数教育の活性化が図られるものと期待しています。 

 今回この第１回報告書を発刊するにあたり，報告書によるフィードバックをもとに，

事業の一層の充実を図っていきたいと考えております。 

 終わりに，本校ＳＳＨ事業の推進にご指導ご助言をいただいた関係各方面に厚く感

謝申し上げるとともに，今後も引き続きご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げ，

巻頭の挨拶といたします。 
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平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

(1) 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

(2) 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な教育プ

ログラムの研究。

(3) 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。

② 研究開発の概要

(1) 数学，理科の重点教育を行い，数学的リテラシー，科学的リテラシーを育成する。探究的な活

動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向けた指導方法・評価方

法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。

(2) 生徒の科学的な能力や資質を引き出し，それを育成するために「ＳＳ基礎」を実施する。大学

や研究機関等と連携した科学技術講演会等の効果的な科学講座を実施する。また，サイエンスツ

アー，サイエンスラボ等を企画し，研究施設の見学や大学の実験室や研究室等にて実験・実習を

体験させる。さらに，コミュニケーション能力の育成のために，姉妹提携校である英国ＫＬＢ Ｓｃ

ｈｏｏｌとの国際交流・連携を充実させる。これらの取り組みにより，将来の科学者・技術者とし

て国際的に活躍できる科学技術系人材を育成する。

(3) 地域の小中学生やその保護者に対して，公開実験教室や体験授業，出前授業を実施する。また，

ＰＴＡや地域住民に対して科学講演会を実施する。これらの取り組みにより地域の科学的リテラ

シーを高め，さらにＳＳＨの様々な取り組みを発信することにより峡東地域における「知」の拠

点校としての役割を果たす。

③ 平成２４年度実施規模

現状の単位制普通科内に定員４０名程度のＳＳＨコース（クラス）を設置し，研究開発を行う。

さらに一部の事業に関しては，全校生徒を対象に実施する。

④ 研究開発内容

○研究計画

(1) 第１年次（平成24年度）

ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ ⓞＳＳ数学Ⅰ ＳＳ理科α ＳＳ理科β ＳＳ基礎 サイエンスツアー

ⓟ ⓠ ⓡ ⓢサイエンスラボ サイエンスステップ サイエンスジャンプ サイエンスアカデミー

以上の事業を実施する。教材，指導方法や評価方法の研究を行い，探究的な活動重視し，論理

的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育課程である「ＳＳ」を付した理数科

目を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目，ＳＳ基礎の事業は本校ＳＳＨの根幹事業であり確実

に運営し，適切に検証，評価を行う。第２次年以の事業の実施に向けて準備をする。第２年次か

らの「ＳＳ」を付した理数科目，Ｓ探究ⅠのＳＳ英語，特に英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとのディスカッ

ション等の交流に向けて密な準備を行う。さらに山梨大学との連携による課題研究Ⅰβの準備を

行う。特に梨大学国際流域環境研究センター風間研究室との水質に関する共同研究については生

物化学部の活動とあわせて先行実施し試行を行いたい。「サイエンス」を付した他の事業につい

ては，不定期実施事業であるので，それぞれの事業との関わりを切にしながら，最も効果の上が

る時期に実施をしたい。

(2) 第２年次（平成25年度）

ⓔ ⓕ ⓖ ⓗ ⓘＳＳ数学Ⅱ ＳＳ物理Ⅰ ＳＳ化学Ⅰ ＳＳ生物Ⅰ ＳＳ探究Ⅰ

第１年次の実施の事業は２年目を迎え，成果や内部・外部評価に基づき改良を加えさらに充実

させ実行する。第１年次事業に加え上記の３事業を新たに実施する。引続き，「ＳＳ」を付した

理数科目においては，教材，指導方法や評価方法の研究を行い探究的な活動を重視し，論理的思

考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的教育課程を開発し，活用する。山梨大学との連

携による課題研究Ⅰβにおいては，第１年次の試行を踏まえ本格実施を行う。

(3) 第３年次（平成26年度）

ⓙ ⓚ ⓛ ⓜ ⓝＳＳ数学Ⅲ ＳＳ物理Ⅱ ＳＳ化学Ⅱ ＳＳ生物Ⅱ ＳＳ探究Ⅱ

これまで実施した事業は，成果や内部・外部評価に基づき改良を加え，さらに充させ実行する。
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第１・２年次事業に加え上記の事業を新たに実施する。山梨大学との連携による課題研究Ⅰβに

おいては，英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの共同研および学会発表に向けて綿密な準備を行う。また，地

域や連携機関等からの意見や評価を参考にして中間評価を行い，３年間成果をまとめる。これま

で実施してきた事業について，必要に応じて軌道修正し，年度以降の各事業の定着のための準備

を行う。

(4) 第４年次（平成27年度）

第３年次までの成果に基づき事業を実施し定着させる。地域における「知」の拠点としての機

能を充実させ，確固たるものとする。併せて，ＳＳＨ第１期生卒業生の進状況や卒業生に対する

意識調査結果についても分析し，第４年次以降の各事業の実施に反映させる。山梨大学との連携

による課題研究Ⅰβにおいては，英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの共同研を本格実施させ，学会発表に向

けて綿密な準備を行う。

(5) 第５年次（平成28年度）

最終年次となる。第四年次までの成果に基づき，事業を実施し定着させるとともに研究成果の

発表，交流，普及活動に努める。山梨大学との連携による課題研究Ⅰβにおいては，英国ＫＬＢ

Ｓｃｈｏｏｌとの共同研を充実させ，国際的な学会において研究成果を発表する。各事業，学校設定

科目等の検証・評価を行い，本研究のまとめをする。さらに，次度以降の本校の在り方について

検討する。

○教育課程上の特例等特記すべき事項

(1) 「ＳＳ数学Ⅰ」（６単位）を置く。数学Ⅰ（４単位）の代替科目とする。

(2) 「ＳＳ理科α」（２単位），「ＳＳ理科β」（２単位），「ＳＳ化学Ⅰ」（３単位）を置く。物理基礎（２

単位），化学基礎（２単位），生物基礎（２単位）の代替科目とする。

(3) 「ＳＳ基礎」（２単位）を置く。１年次総合的学習の時間（１単位），情報Ｃ（１単位）の代替科

目とする。

○平成２４年度の教育課程の内容

１年次生（平成24年度入学生）に対し，「ＳＳ数学Ⅰ」（６単位），「ＳＳ理科α」（２単位），「Ｓ

Ｓ理科β」（２単位），「ＳＳ基礎」（２単位）を実施した。

○具体的な研究事項・活動内容

(1) 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

①ＳＳ数学Ⅰ

数学における数学的な見方や考え方を養い，基本的な概念や原理・法則の理解を深め，数学

的活動を通して創造性の基礎を培うことを目的とし，数学Ⅰ・Ａの内容に数学Ⅱの内容を一部

加え実施した。２年次以降のＳＳを付した理数科目等で活用する能力の育成と，大学進学や将

来大学等で研究をしていく上で必要な学力を育成することを目的とし，各単元において，基礎

・基本の徹底と探究心の育成をはかった。

②ＳＳ理科α・ＳＳ理科β

高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科α・βを設置し，物理・化学・生物・地

学の４分野を学んだ。各分野における基本的な自然科学の概念や原理・法則を理解し，科学的

な自然観を育成することを目指した。また，ＳＳ基礎の「理科基礎実験」と連動し，４分野の

基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方法や操作方法や実験レポートの書き方につ

いても学んだ。

(2) 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な教育プ

ログラムの研究。

①ＳＳ基礎

ＳＳ基礎は，「情報数学演習」，「理科基礎実験」，「プレゼンテーション講演・講習会」，「山

梨を知る講演会」，「ＳＳ英語」，「課題研究Ⅰ」の６種類の講座を実施した。「情報数学演習」

・「理科基礎実験」は，本校教諭が講師となり実施した。山梨を知る講演会は，山梨大学等の

協力を得て，本県の自然・環境に関して３回 ,地元に根ざした産業や本県が世界に誇る科学技

術に関して４回の講演会を行った。さらに本校ＳＳＨ運営指導委員をお願いしている（株）松

下製作所の見学も実施し，もの作りの現場やもの作りに掛ける情熱を学んだ。
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②ＳＳ英語

ＳＳ英語は，将来の国際的科学者に向けてその基礎基本を固めることを目的とし，フェロー

（外国人留学生）による英語の講演（サイエンスダイアログ）を２回実施した。立教大学の

Craig Antony BARNETT博士（生物科学），東京大学の Juergen SAILER博士（物理学）の講義に

より生きた科学英語を学んだ。

③課題研究Ⅰ

課題研究は，生徒の希望等により数学，物理・化学・生物・地学の５分野７班に分かれ，年

間を通して調査・研究を行った。本県高等学校教育研究会理科部会主催の生徒の自然科学発表

会（11月），サイエンスフェスタ（山梨県下自然科学系クラブ冬の交流会・2月）等でその成果

を発表した。また，本校学園祭では，各研究班が生物化学部，物理地学部の活動の一環として

展示等を行い，来校者に対して科学の面白さを発信する場を設けた。

④サイエンスツアー

夏季休業中の7月26・27日にＳＳＨ生徒40名と１・２年次の希望者５名が，高エネルギー加

速器研究機構，(独)物質・材料研究機構，筑波宇宙センター等の茨城県の筑波研究学園都市を

見学した。

⑤サイエンスラボ

夏季休業中の8月21日，ＳＳＨ生徒40名が，３講座８研究に分かれて，山梨大学工学部・生

命環境学部で実験・実習を行った。

(3) 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。

①サイエンスジャンプ

8月25日(土)に，オープンスクール体験授業内で，ＳＳ数学・ＳＳ化学およびこれまでのＳ

ＳＨの活動を紹介したＳＳＨプレゼンテーションを開講し，約150名が受講した。また，10月1

3日(土)の授業公開日には，近隣中学生とＳＳＨ１年次生徒の合同授業ＳＳ理科α（化学・地

学）の２講座を開講し，約10名が受講した。

②サイエンスアカデミー

第１回として，9月15日(土)に，全校生徒と近隣中高生，ＰＴＡ，同窓生等約170名が来場し，

著名な脳科学者茂木健一郎氏の講演会を実施した。また第２回として，1月26日(土)にＳＳＨ

生徒と近隣中高生，ＰＴＡ等約80名が来場し，長沼毅広島大学准教授の講演会を実施した。講

演会後は，ＳＳＨ生徒と講師による座談会を実施し，活発な質疑応答が行われた。

(4) その他の取り組みに関して

8月にパシフィコ横浜で行われたＳＳＨ全国大会に４名，11月に科学の甲子園山梨県大会に18

名の希望者がそれぞれ参加した。

⑤ 研究開発の成果と課題

○実施による効果とその評価

(1) 学校設定科目（ＳＳ数学Ⅰ，ＳＳ理科α，ＳＳ理科β）

ＳＳ数学Ⅰでは，数学が好きという生徒が大部分を占め，授業にも集中して取り組んでいるこ

とがわかる。また，平面図形の分野および整数の分野で発展的な内容を取り扱うことができた。

ＳＳ理科α・βでは，「難しい」ながらも，充実感があり興味がわき学力が着いた授業が展開

でき，発展的な内容を取り入れることができた。「思考力を高める授業」と題して，未知の事象

について結果を予想させ，その根拠を述べさせ，生徒の充実感や，意欲を高めることができた。

(2) ＳＳ基礎（ＳＳ英語，課題研究Ⅰ）

ＳＳ基礎全般においては，生徒たちは，他のクラスでは体験できないことを多く経験し，入

学時よりも科学に対する興味・探究心が高まっているという意見が多数あった。ＳＳ英語に関

しては生徒の大半が新鮮で，貴重な体験ができた。研究に対する意識が高まった。科学を学ぶ

上での英語の必要性を改めて感じた貴重な機会であり，また受講したいと回答している。課題

研究Ⅰにより，生徒の理科・数学に関する興味・関心や知的好奇心を喚起し，論理的な思考力

や問題解決能力を養うことができた。

(3) サイエンスツアー・サイエンスラボ

筑波研究学園都市の各種研究所，筑波宇宙センター等での，先端科学や技術に直接触れる機会

を持つことによって，先端科学技術理科や数学に対する興味・関心を一層喚起することができた。

山梨大学工学部・生命環境学部訪問研修により，生徒は興味・関心を高めると共に科学技術に

対するモチベーションも高まった。“大学・研究者との距離が縮まる”ということが生徒から感
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じられ，自分でも研究者になれるのではないかという気持ちを芽生えさせることができた。

(4) サイエンスステップ・サイエンジャンプ

ＳＳ数学では高校での学習分野の発展的内容を，中学生でも考えられるようにかみ砕き体験させ

ることで，高校数学への興味関心を持たせることができた。ＳＳ化学の実験では高校では「なぜ

このようなことが起こるのか原理を学習する」ということを説明し，高校化学への興味関心を喚

起させることができた。さらに，高校生自身に実験中の机間巡視を行わせることで，未学習の範

囲でありながらも，自ら考え，中学生とコミュニケーションをとる姿も見られた。

ＳＳＨプレゼンテーションでは生徒自身がパワーポイントを使うことで，研究発表などの準備

を経験することができた。また何も知らない中学生相手に自分たちの活動をアピールするための

説明方法を学ばせ，コミュニケーション能力を養うきっかけにもなった。

(5) サイエンスアカデミー

第１回の講演会は，近隣中学生や高校生，ＰＴＡなど約150名の方々に来校していただき，全

校生徒，職員を含め，約1,000人もの聴衆となった。自分の可能性を探求するために今やるべき

ことは何かと考えさせられる，示唆に富んだ講演会であった。

第２回の講演会も，近隣中学や保護者も多く参加した。研究者としての楽しみや挫折を体験談

を含めて話していただき，研究というものを身近に感じる機会となった。

またアンケート結果からも，９割以上が満足した内容であったことがわかる。講師も非常にわ

かりやすい説明で，高校生に十分理解できるレベルで話を進めていただけた。

○実施上の課題と今後の取組

(1) 学校設定科目（ＳＳ数学Ⅰ，ＳＳ理科α，ＳＳ理科β）

①ＳＳ数学Ⅰ

・クラス内の学力差の正確な把握と習熟度別授業等による授業展開の工夫

・授業内容の精選と進度と深度の確保

・創造性や独創性を育てる授業の研究開発と学習の理解を深化させる魅力的な教材の開発

②ＳＳ理科α・β

・理科４分野の目標やねらいに応じた授業内容の精選と進度と深度の確保

・創造性や独創性を育てる授業の研究開発と学習の理解を深化させる魅力的な教材の開発

(2) ＳＳ基礎（ＳＳ英語，課題研究Ⅰ）

① ＳＳ基礎

・「山梨を知る講演会」等のＳＳ基礎を構成する６講座の有機的な連携関係の検証と再構築

・外部講師による講演会に際しての事前準備・学習の工夫

・ＳＳ基礎全般の指導方法と評価方法の改善，工夫

② ＳＳ英語

・講義の理解度を高める多様な場面で通用するリスニング能力を中心とした英語力の向上

・英語科教員と理数科教員の協力体制の在り方と事前指導の充実

・英国姉妹提携校ＫＬＢ校との交流・連携の充実

③ 課題研究Ⅰ

・課題研究における指導方法と評価方法の改善，工夫

・課題研究に携わる期間と時間の確保と課題研究の充実

(3) サイエンスツアー・サイエンスラボ

・事前学習，事前課題の提示・取組方法とその評価

・講義型メニューから体験型メニューへの転換と野外研修の充実

・実験，実習先との綿密な打合せの実施

(4) サイエンスステップ・サイエンジャンプ

・ＳＳＨ生徒参加型の小中学生体験授業の企画・運営と体験授業内容の精選

・自分の知識を他に発信するプレゼンテーション能力を高める指導方法とその工夫

・小学生対象体験科学教室と小中学生対象出前授業の実施

(5) サイエンスアカデミー

・本校生徒と周辺地域の中高生の科学的リテラシーと興味関心の高揚のための工夫

・ＳＳＨ事業の成果普及のためのプレゼンテーション能力を高める指導方法とその工夫

・地域住民，ＰＴＡ，同窓生への周知方法の確立と本校同窓会への協力依頼
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別紙様式２－１

山梨県立日川高等学校 24～28

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）

(1) 学校設定科目（ＳＳ数学Ⅰ，ＳＳ理科α，ＳＳ理科β）

ＳＳ数学Ⅰでは，アンケート結果から数学が好きという生徒が大部分を占め，授業にも集中し

て取り組んでいることがわかる。アンケート結果や外部模試の成績から見ても，基礎・基本の徹

底と探求心の育成が図られ学力が向上した。また，平面図形の分野および整数の分野で発展的な

内容を取り扱うことができた。

ＳＳ理科α・βでは，アンケート結果からは，「難しい」ながらも，充実感があり興味がわき

学力が着いた授業が展開できたといえる。また，生徒は，「少し難しい内容」と捉えながらも各

科目で発展的な内容を取り入れることができた。物理分野では，「思考力を高める授業」と題し

て，未知の事象について結果を予想させ，その根拠を述べさせることを数回した。高校レベルで

仮説を立ててそれについて思考していく授業には限界もあるが，生徒の充実感や，意欲を高める

ことができたと言える。

(2) ＳＳ基礎（ＳＳ英語，課題研究Ⅰ）

ＳＳ基礎全般においては，「科学に対する興味・関心が高まった」「総合的に判断してＳＳ基

礎はどうでしたか」という問いに対してはいずれも肯定的な意見が 100%であった。生徒の感想
にも，他のクラスでは体験できないことが多く経験できてよかった。入学時よりも科学に対する

興味・探究心が高まっている。という意見が多数あった。

ＳＳ英語に関しては，難しい専門用語が多い，講義内容の専門性が高いなど，短時間で理解す

ることが難しいところは見られたが，生徒の大半が貴重な機会であり，また受講したいと回答し

ている。「新鮮で，貴重な体験ができた。研究に対する意識が高まった。科学を学ぶ上での英語

の必要性を改めて感じた」など肯定的な感想が見られた。

課題研究Ⅰにより，生徒の理科・数学に関する興味・関心や知的好奇心を喚起し，論理的な思

考力や問題解決能力を養うことができた。

(3) サイエンスツアー・サイエンスラボ

筑波研究学園都市の各種研究所，筑波宇宙センター等での，先端科学や技術に直接触れる機会

を持つことによって，先端科学技術理科や数学に対する興味・関心を一層喚起することができた。

山梨大学工学部・生命環境学部訪問研修により，生徒は興味・関心を高めると共に科学技術に

対するモチベーションも高まったといえる。大学側の協力もあり，少人数で親身になった指導を

していただきた。生徒の自由回答欄からも“大学・研究者との距離が縮まる”ということが生徒

から感じられ，自分でも研究者になれるのではないかという気持ちを芽生えさせることができた。

(4) サイエンスステップ・サイエンスジャンプ

ＳＳ数学では高校での学習分野の発展的内容を，中学生でも考えられるようにかみ砕き体験さ

せることで，高校数学への興味関心を持たせることができた。

ＳＳ化学の実験では見た目の変化がわかりやすく中学生に適したものであり，高校では「なぜ

このようなことが起こるのか原理を学習する」ということを説明し，高校化学への興味関心を喚

起させることができた。さらに，高校生自身も実験中の机間巡視を行わせることで，未学習の範

囲でありながらも，自ら考え，中学生とコミュニケーションをとる姿も見られた。

ＳＳＨプレゼンテーションでは生徒自身がパワーポイントを使うことで，研究発表などの準備

を経験することができた。また何も知らない中学生相手に自分たちの活動をアピールするための

説明方法を学ばせることができた。クイズ形式で自分たちの活動を中学生に答えさせることで，

コミュニケーション能力を養うきっかけにもなった。

(5) サイエンスアカデミー

第１回の講演会は，近隣中学生や高校生，ＰＴＡなど約150名の方々に来校していただき，全

校生徒，職員を含め，約1,000人もの聴衆となった。気さくな口調で語られる，圧倒的な知識と

教養に裏打ちされた興味深い話に，会場全体が引き込まれた。自分の可能性を探求するために今
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やるべきことは何かと考えさせられる，示唆に富んだ講演会であった。

第２回の講演会も，近隣中学や保護者も多く参加した。研究者としての楽しみや挫折を体験談

を含めて話していただき，研究というものを身近に感じる機会となった。また，微生物学者の見

地から地球外生命が存在するという考えを高校生でも納得できるレベルで話を展開していただけ

た。これからの生命の研究にわくわくしながら触れられる機会となった。

② 研究開発の課題 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）

(1) 学校設定科目（ＳＳ数学Ⅰ，ＳＳ理科α，ＳＳ理科β）

ＳＳ数学Ⅰは，クラス単位での授業を実施したが，クラス内での学力差が大きいため，ＳＳＨ

以外のクラスのように習熟度に分かれて授業展開する必要があった。そのため，進度についても

計画通り進まず，数学Ⅱの内容の学習まで予定通り進まなかった。次年度はクラス内の学力差が

大きい場合は，習熟度に分かれた授業展開を行っていきたい。また，ＳＳ数学Ⅱについては，発

展的内容を取り入れながら，習熟度に分けた授業展開をしていきたい。

ＳＳ理科α・βでは，中学校とのギャップを意識した若干遅いペースで授業を実施した。しか

し，アンケート結果からは，「ちょうど良い」という回答がかなり多かった。その結果，予定し

ていた授業進度を確保できず，生徒からは「どの科目も中途半端な内容であった。」という少数

意見も見られた。アンケート結果を基にそれぞれの科目の目標やねらいに応じた内容の精選を図

り，次年度以降もさらに最適化を目指して研究を進めていきたい。

(2) ＳＳ基礎（ＳＳ英語，課題研究Ⅰ）

ＳＳ基礎全般においては，「山梨を知る講演会」等の６つの構成講座の連携関係を検証し再構

築したい。また，今回は，講義・実習のレポートおよび生徒への事後アンケートでの検証が中心

となったが，来年度はさらに評価方法の改善，工夫を行いたい。

ＳＳ英語，講義の理解度を高めるために，多様な場面で通用するリスニング能力を中心とした

英語力の向上と，事前指導の充実化が必要である。講義内容は非常に専門性が高く，英語科教員

と理数科教員と協力して事前指導の充実を図り，より有意義な事業にしていきたい。また，今年

度，英国姉妹提携校ＫＬＢ校の来校が中止となり実施出来なかった事業についても来年度は確実

に実施したい。

課題研究に関しては，生徒の自発的な探求心を大切にする中で，研究テーマを設定し研究の計

画・実施を進めてきたが，テーマ設定に手間取ってしまった。活動時間としては，ＳＳＨクラス

の多くの生徒が運動部や科学系以外の文化部に所属しており，毎週木曜日６・７校時に設定した

「ＳＳ基礎」の時間が主な活動の場となり，課題研究にかける時間がこの授業内にほぼ限られて

しまったことが課題である。

(3) サイエンスツアー・サイエンスラボ

サイエンスツアーでは事前学習の時間を設けたり，サイエンスラボでは大学側から事前課題を

提示されそれに取り組んではいたが，事前学習に対しての準備不足を感じた生徒が多数いた。事

前準備の改善とそのその評価が課題である。

(4) サイエンスステップ・サイエンスジャンプ

ＳＳ数学，ＳＳ化学の体験授業については，教員数に対して参加希望者が多数であったため，

希望者全員に参加してもらうことができなかった。授業内容を簡略化したり，生徒に授業を進め

させたりするなどの改善が必要である。また，今年度のＳＳＨクラスは１年生のみであり，全体

像をとらえて中学生に体験談を話せる生徒がいなかった。来年度には１年間を通した紹介やＳＳ

Ｈとしての楽しみを発表できる機会を設けていく。さらに今年度日程の調整がつかずに実施を見

送ったサイエンスステップ（小学生対象体験科学教室）と小中学校への出前授業を確実に実施す

る。

(5) サイエンスアカデミー

このような講演会により，生徒の興味関心を深めていくことを続けていく。地域の中学生，一

般の方にも引き続き参加できる体制を整え，知の拠点校としての役割を担っていきたい。しかし，

研究者はマスコミに多く出演されるような話題性のある講師だけではない。前段階としてどのよ

うな研究をしているのか知識を与えておき，生徒がより興味をもって講話を聞くことができるよ

うにしていくことが重要である。
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第１章 研究開発の課題

１．研究開発課題
(1) 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。
(2) 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な教
育プログラムの研究。

(3) 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。

２．研究の概要
(1) 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

高度な科学技術が組み込まれ，これからさらに複雑化する現代社会には，問題解決能力，
論理的思考力やコミュニケーション能力等が必要不可欠である。これらの能力の根幹とな
るものが確かな知識・学力である。
数学，理科の重点教育を行い，数学的リテラシー，科学的リテラシーを育成する。探究

的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向けた指導
方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。
数学においては，数学における概念や原理･法則についての理解を広め，知識の習得と

技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力（数学的リテラシー）を育成する
とともに，探究的な活動を通して問題解決能力，主体的に対応する能力を育成する。理科
においては，観察・実験を重視し，生徒が自ら仮説を立てて探究する活動を通して科学的
リテラシーを育成する。

(2) 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な教
育プログラムの研究。
生徒の科学的な能力や資質を引き出し，それを育成するために「ＳＳ基礎」「ＳＳ探究

Ⅰ・Ⅱ」を実施する。大学や研究機関等と連携した科学技術講演会，プレゼン講習会，フ
ェロー講演会等の効果的な科学講座を実施する。また，サイエンスツアー，サイエンスラ
ボ等を企画し，研究施設の見学や大学の実験室や研究室等にて実験・実習を体験させる。
さらに，コミュニケーション能力の育成のために，姉妹提携校である英国ＫＬＢ Ｓｃｈ
ｏｏｌとの国際交流・連携を充実させる。本校の課題研究Ⅰ・Ⅱの研究内容をメールを用
いた情報交換や英語によるポスターセッション，インターネット回線を利用してのディス
カッションをＫＬＢ教師・生徒と行うことによりコミュニケーション能力を高める。さら
にこれらの事業の中心となる高大の連携および英国姉妹提携校との連携・共同研究の成果
を国際的な学会で発表することを最終目標としたい。これらの取り組みにより，将来の科
学者・技術者として国際的に活躍できる科学技術系人材を育成する。

(3) 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。
地域の小中学生やその保護者には「科学の面白さ，不思議，大切さ」を伝える公開実験

教室や体験授業，出前授業を実施する。また，ＰＴＡや地域住民には「科学の不思議」等
に加え，現代社会で安全・快適に生活を送るための基礎となる「日常生活の中の科学技術」
の重要性を伝える科学講演会を実施する。さらにＳＳＨおよび生物化学部による研究成果
を本校ホームページ等に公表する。これらにより，ＳＳＨの様々な取り組みを発信し，同
時に地域の科学的リテラシーを高め，峡東地域における「知」の拠点校としての役割を果
たす。

３．研究開発の実施規模
現状の単位制普通科内に定員４０名程度のＳＳＨコース（クラス）を設置し研究開発を行

う。さらに一部の事業に関しては，全校生徒を対象に実施する。

実施研究事業 研究の概要 対 象

ⓐ ＳＳ数学Ⅰ (1) １年次ＳＳＨコース生徒

ⓑ ＳＳ理科α (1) １年次ＳＳＨコース生徒

ⓒ ＳＳ理科β (1) １年次ＳＳＨコース生徒

ⓓ ＳＳ基礎 (2) １年次ＳＳＨコース生徒 ＊

ⓔ ＳＳ数学Ⅱ (1) ２年次ＳＳＨコース生徒

ⓕ ＳＳ物理Ⅰ (1) ２年次ＳＳＨコース生徒

ⓖ ＳＳ化学Ⅰ (1) ２年次ＳＳＨコース生徒

ⓗ ＳＳ生物Ⅰ (1) ２年次ＳＳＨコース生徒

ⓘ ＳＳ探究Ⅰ (2) ２年次ＳＳＨコース生徒 ＊

ⓙ ＳＳ数学Ⅲ (1) ３年次ＳＳＨコース生徒
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ⓚ ＳＳ物理Ⅱ (1) ３年次ＳＳＨコース生徒

ⓛ ＳＳ化学Ⅱ (1) ３年次ＳＳＨコース生徒

ⓜ ＳＳ生物Ⅱ (1) ３年次ＳＳＨコース生徒

ⓝ ＳＳ探究Ⅱ (2) ３年次ＳＳＨコース生徒

ⓞ サイエンスツアー (2) 全校生徒

ⓟ サイエンスラボ (2) 全校生徒

ⓠ サイエンスステップ (3) 地域の小学生

ⓡ サイエンスジャンプ (3) 地域の中学生

ⓢ サイエンスアカデミー (3) 全校生徒 高校生 ＰＴＡ 地域住民

※(1)論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

(2)優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な教育プログラム

の研究。

(3)峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。

＊一部の科学講演会等については，各年次全体を対象とする。

４．研究の内容・方法・検証等
(1)-1 現状の分析

高度に科学技術が発達し，専門化が進んだ現代社会においては，家電製品等，日常生活
で使用している科学技術の産物の多くがブラックボックス化し，その原理などに疑問を抱
いても，答えが容易に得られない状況にあり，科学的好奇心を満たす機会が減少している。
高度な科学技術が組み込まれ，さらに複雑化するこれからの社会には，単なる科学技術者
だけでなく，多様な分野で科学的素養を持った人材の必要性が高まっている。
本校は，明治３４年（１９０１年）に創立され，平成２３年度には創立１１０周年を迎

える県内屈指の伝統校である。「To cultivate your own mind」これは札幌農学校で学んだ本
校初代校長中川太郎先生の学生に向けた言葉で，「自分自身を磨け」という意味であり，
現在でも本校の校風として根底に脈々と流れている。卒業生は約３万名を数え，これまで
文系・理系を問わず多数の大学進学者を送り出し，本県高校教育界の中心としてさらに峡
東地域の知の拠点として，各方面に優秀な人材を輩出している。その実績が評価され，平
成９年度に普通科に理数科に準じた教育課程の編成が可能な理数コースが設置された。文
系科目にも配慮しながら，医学，理学，工学，薬学などの理数系各分野への進学に対応し
た理系科目の充実を図ってきた。さらに平成１１年度にこれまでの経験や実績と蓄積した
ノウハウを活かしながら単位制高校への発展的な改編を図り現在に至っている。サイエン
スパートナーシップ（ＳＰＰ）や大学等における学修による単位認定など，大学や他の研
究機関との連携を積極的に行っている。特に山梨大学の協力による本校生物化学部の１０
年間におよぶ水質調査は高く評価されている。国土交通省甲府河川国道事務局とYamanash
iみずネットが主催する「みんなで河川水調査」等の関連行事にも積極的に参加協力して
いる。また，国際性を高める取り組みとして，英国語学研修があげられる。平成５年から
英国での語学研修を始め，平成１０年にはＫＬＢ校と姉妹校関係を締結，秋はＫＬＢ校が
来日，春には本校が渡英という形で国際交流を深めている。他にも，始業前の朝読書，生
徒一人一人の進路実現を目指した総合的な学習の時間「DreamProject」，毎週月曜日部活
動を休止し担任との二者懇談や自学自習を行う「ふれあい創造の時間」，さらに土曜日の
有効的な活用を図るための学習会・講座を行う「サタデーサプリ」等を実施することによ
り成果を上げてきた。
平成２３年度実施した京都大学で研究活動を行っている若手研究者による出前授業（「小

中高大連携事業～サイエンス・コミュニケーター・プロジェクト～」）では，近隣市町村
の中学３年生にも受講希望者を募ったところ約５０名近い生徒から受講希望があった。本
校生徒，各中学校間のバランスで調整を行い結局２２名が受講，本校生徒４３名と合わせ
て６５名が受講した。受講生の真摯な受講態度等は，講師や同行した大学職員方々から高
い評価を受け，講義後の受講生のアンケートにおいても，「学問を追究することの大切さ，
面白さがわかった」，「研究に対する心構え，大学・大学院における研究とはどういうも
のか触れることが出来た」等の感想が得られた。このよう知的好奇心，向学心にあふれた
生徒および地域のニーズに応え，知的欲求を満たすことが，これまでも今後も本校の使命
であると考える。
本校を支える峡東地域は，日本一の果樹生産地域であり，桃や葡萄，ワイン等の加工食

品の有名ブランド生産地でもある。これらの地場産業がここまで成長拡大した背景には，
従事している優秀な人々の努力と，水・空気・気候等の素晴らしい自然環境の存在を忘れ
てはならない。日本再生・地域活性化がさけばれる現在，この地場産業を発展拡充させて
いくためには，地域に根ざし，科学技術に対する興味・関心が高く，幅広い知識と科学的
素養を持ち，科学的な根拠に基づき判断・行動できる人材の育成が必要である。また自然
環境の保全が最重要であると考える。本校生物化学部は，これまで地域の水環境に目を向
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け活動を行って来た。この活動をさらに発展させ，研究成果をホームページ等通じて発信
していくことも本校の使命と考える。
以上のように，これからも本校には，地域の子どもを育て，地域に還元，貢献していく

ことが必要とされている。そのニーズに応えるためにもスーパー・サイエンス・スクール
の指定を強く希望する。

(1)-2 研究の仮説
① 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

ⓐ ＳＳ数学Ⅰ ⓔ ＳＳ数学Ⅱ ⓙ ＳＳ数学Ⅲ
ⓑ ＳＳ理科α ⓒ ＳＳ理科β ⓖ ＳＳ化学Ⅰ ⓛ ＳＳ化学Ⅱ
ⓕ ＳＳ物理Ⅰ ⓚ ＳＳ物理Ⅱ ⓗ ＳＳ生物Ⅰ ⓜ ＳＳ生物Ⅱ

探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向
けた指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程
を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラ
シーを育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。

② 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的な
教育プログラムの研究。

ⓓ ＳＳ基礎 ⓘ ＳＳ探究Ⅰ ⓝ ＳＳ探究Ⅱ
ⓞ サイエンスツアー ⓟ サイエンスラボ

「ＳＳ基礎」「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ」における様々な科学講座や，ＳＳ英語，課題研究Ⅰ
・Ⅱ等の取り組みにより，生徒の科学者への意識が高まる。サイエンスツアー，サイエ
ンスラボにより生徒の科学者，研究者への意識が一層向上する。また，研究に主体的，
協働的に取り組む姿勢や創造性が育まれ，課題研究Ⅰ・Ⅱの取り組みに良い影響が表れ
る。ＳＳ英語におけるフェロー講演会や姉妹提携校である英国ＫＬＢの教師・生徒との
交流により，国際科学者に不可欠な英語によるコミュニケーション能力が高まり，将来
の国際的科学者への足がかりを築くことができる。さらにこれらの事業の中心である高
大の連携および英国姉妹提携校との連携・共同研究の成果を国際的な学会で発表するこ
とができる。

③ 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究。

ⓠ サイエンスステップ ⓡ サイエンスジャンプ ⓢ サイエンスアカデミー

「サイエンスステップ」，「サイエンスジャンプ」では，小中学生を対象とした自然
科学教室や出前授業を実施する。また，「サイエンスアカデミー」では，ＰＴＡ，地域
住民を対象とした科学講演会を実施する。さらにＳＳＨおよび生物化学部による研究成
果を本校ホームページ等に公表する。これらの事業により，ＳＳＨの様々な取り組みが
広く地域に理解され，小中学生やＰＴＡ，地域住民の科学に対する興味・関心を高め，
理科好きの児童生徒，さらに，将来の科学者を増やすことができる。また，「サイエン
スステップ」，「サイエンスジャンプ」では，本校生徒が講師として参加する。小中学
生は良い影響を受け，本校生徒には真の知識が定着し，同時に，伝える力，プレゼンテ
ーション能力を磨くことができる。これらの事業をとおして，理科好きの裾野を広げる
とともに，ＳＳＨの取り組みが理解され，峡東地域における「知」の拠点校としての役
割を果たすことができる。

(2) 研究内容・方法・検証

論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究

ⓐ～ⓜ ＳＳを付した理数科目【対象：ＳＳＨコース１～３年次生 必修科目】
① 研究内容・方法

ＳＳＨコース生徒を対象とし，数学，理科の重点教育を行う。数学においては，数学
における概念や原理･法則についての理解を広め，知識の習得と技能の習熟を図り，事
象を数学的に考察し処理する能力（数学的リテラシー）を育成するとともに，探究的な
活動を通して問題解決能力，主体的に対応する能力を育成する。理科においては，観察
・実験を重視し，生徒が自ら仮説を立てて探究する活動を通して科学的リテラシーを育
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成する。教材，指導方法や評価方法の研究を行い，探究的な活動を重視し，論理的思考
力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育課程を開発する。

② 検証方法
レポート，授業アンケート，知識・理解テスト，検定試験，授業担当者アンケート

の結果をもとに検証する。

③ 各科目のねらいと内容
ⓐ ＳＳ数学Ⅰ【対象：ＳＳＨコース１年次生 必修６単位】

数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め，事象を数学的に考察し処理
する能力を高め，数学的活動を通して創造性の基礎を培う。数学的な見方や考え方を
養い，２年次以降のＳＳを付した理数科目等で活用する能力を育てることをねらいとする。
数学Ⅰ・Ａの内容に数学Ⅱの内容を一部加え，各単元において，基礎・基本の徹底

と探究心の育成をはかる。

ⓔ ＳＳ数学Ⅱ【対象：ＳＳＨコース２年次生 必修７単位】
ＳＳ数学Ⅰの延長となる科目である。数学における概念や原理・法則について理解

を広め，知識の習得をはかり，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，
問題演習を通して探究的な態度と創造的な能力を育成する。
数学Ⅱ・Ｂの内容に数学Ⅲの内容を一部加え，各単元において発展的内容を扱い，

概念や原理・法則の理解，定着をはかり，それらを的確に活用できるようにする。

ⓙ ＳＳ数学Ⅲ【対象：ＳＳＨコース３年次生 必修７単位】
ＳＳ数学Ⅰ・Ⅱの延長となる科目である。数学における概念や原理・法則について

理解を広め，知識の習得をはかり，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとと
もに，問題演習を通して探究的な態度と創造的な能力を育成する。
数学Ⅲの内容に，大学で学ぶ微分積分学の一部を加え，大学数学への接続をはかる。

大学において学部・学科に関わらず理系なら必ず履修する「微分積分学」を先取りし
た形で学習する。微分積分学は，数学Ⅱで基礎を，数学Ⅲでその応用を学習する。そ
れをさらに発展させた，より数学的な微分積分学をここでは学ぶ。

ⓑ ＳＳ理科α【対象：ＳＳＨコース１年次生 必修２単位】
高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科β（物理・生物分野）とともに，

ＳＳ理科αとして，化学分野と地学分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の
概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。また，ＳＳ基
礎の「理科基礎実験」と連動し，基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方
法や操作方法を学ぶ。また，実験レポートの書き方についても学ぶ。
化学分野は，今後の化学の基礎となる物質の構成粒子，化学結合，物質量と化学反

応式について，なるべく身近な物質を活用し，我々の生活との関わりを重視して進め
ていく。地学分野は，地学基礎・地学の宇宙の構成の内容と私たちの生活舞台である
地球自身の歴史，環境，構成している物質，活動について学ぶ。

ⓒ ＳＳ理科β【対象：ＳＳＨコース１年次生 必修２単位】
高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科α（化学・地学分野）とともに，

ＳＳ理科βとして，生物分野と物理分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の
概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。また，ＳＳ基
礎の「理科基礎実験」と連動し，基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方
法や操作方法を学ぶ。また，実験レポートの書き方についても学ぶ。
生物分野は，生物基礎の細胞，遺伝子と物質の変化の内容について扱う。まず生物

の基本単位である「細胞」の構造・機能について学び，科学に対する興味・関心を抱
かせる。物理分野は，物理基礎の熱，波，電気等の内容について扱う。この内容は，
中学校の学習内容に継続する分野でもあり，その復習や演示実験を含む内容を柱とす
る。中学校段階での苦手意識の克服や既習内容の再確認をさせながら，新たな知識を
習得させる。

ⓖ ＳＳ化学Ⅰ【対象：ＳＳＨコース２年次生 必修３単位】
ＳＳ理科αの化学分野の延長となる科目である。化学基礎・化学の理論化学，無機

物質，有機化合物の内容をより体系的に，系統的に再編することにより，科学的な思
考力，判断力および表現力を育成する。化学的な事物・現象について観察や実験を行
い，自然科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，科学的な自然観
を身に付ける。
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化学基礎・化学の理論化学の内容を扱い，なるべく身近な物質を活用し，我々の生
活との関わりを重視して進めていく。

ⓛ ＳＳ化学Ⅱ【対象：ＳＳＨコース３年次生 必修４単位】
ＳＳ理科αの化学分野およびＳＳ化学Ⅰの延長となる科目である。化学基礎・化学

の理論化学，無機物質，有機化合物の内容をより体系的に，系統的に再編することに
より，科学的な思考力，判断力および表現力を育成する。化学的な事物・現象につい
て観察や実験を行い，自然科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，
科学的な自然観を身に付ける。さらに未来の科学者として必要な探究的態度と創造性，
独創性を育成する。
化学基礎・化学の無機物質と有機化合物の内容を扱い，なるべく身近な物質を活用

し，我々の生活との関わりを重視して進めていく。応用化学は，大学の専門課程で学
ぶ化学の基本事項や概念の入門的内容を扱い，意識を高めるとともに，大学での学習
の橋渡しとしたい。

ⓕ ＳＳ物理Ⅰ【対象：ＳＳＨコース２年次生 選択４単位】
ＳＳ理科βの物理分野の延長となる科目である。力学をその中心に据えて，物体の

運動の解析方法を習得する。探究活動を多く行い，自然に関する関心を高め，物体の
運動を探究する能力を育てる。
物理基礎・物理の最重要分野の力学の内容を扱い，１年間で継続的・集中的に学習

することで，物体の運動，運動の法則，運動量保存則，仕事とエネルギーについて，
講義，実験，演習を行い，基礎力の養成・徹底をはかる。

ⓚ ＳＳ物理Ⅱ 【対象：ＳＳＨコース３年次生 選択３単位】
ＳＳ理科βの物理分野およびＳＳ物理Ⅰの延長となる科目である。電磁気分野をそ

の中心に据えて，自然現象の解析方法を習得する。探究活動を多く行い，自然に関す
る関心を高め，幅広い物理現象について探究する能力を育てる。さらに未来の科学者
として必要な探究的態度と創造性，独創性を育成する。
物理の波，電磁気，原子の内容を扱い，電磁気分野を中心に学習する。波，電磁気，

原子物理について，講義，実験，演習を行い内容の理解を深める。応用物理は，大学
の専門課程で学ぶ物理学の基本事項や概念の入門的内容を扱い，意識を高めるととも
に，大学での学習の橋渡しとしたい。

ⓗ ＳＳ生物Ⅰ 【対象：ＳＳＨコース２年次生 選択４単位】
ＳＳ理科βの生物分野の延長となる科目である。生物的な事物・現象について観察

や実験を行い，自然科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，科学
的な自然観を身に付ける。
生物基礎の生物の体内環境や生態系の内容，生物の細胞の増殖・生殖・発生の仕方

や呼吸・光合成などの代謝の仕組みについて学ぶ。各単元のまとめに探究活動・実験
観察を行うことで理解を深める。講義や実験観察には，なるべく身近な事柄を取り上
げ，我々の生活との関わりをより重視する。

ⓜ ＳＳ生物Ⅱ 【対象：ＳＳＨコース３年次生 選択３単位】
ＳＳ理科βの生物分野およびＳＳ生物Ⅰの延長となる科目である。生物的な事物・

現象について観察や実験を行い，自然科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体
系的に学び，科学的な自然観を身に付ける。さらに未来の科学者として必要な探究的
態度と創造性，独創性を育成する。
動物の反応と行動，植物の環境応答，生態と環境，生物の進化の内容を扱う。各単

元のまとめに探究活動・実験観察を行うことで理解を深める。講義や実験観察には，
なるべく身近な事柄を取り上げ，我々の生活との関わりをより重視する。応用生物は，
大学の専門課程で学ぶ生物学の基本事項や概念の入門的内容を扱い，意識を高めると
ともに，大学での学習の橋渡しとしたい。

優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を
目指した効果的な教育プログラムの研究

ⓓ ＳＳ基礎 【対象：ＳＳＨコース１年次生 必修２単位 木曜日６･７校時設定】
① 研究内容・方法

様々な講座や課題研究等の取り組みが，生徒の科学に対する興味・関心を高め，将
来の科学者・技術者への意識付けとなることを目的としている。
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ＳＳ基礎は，６種類の講座から成り立つ。「情報数学演習」は，ワープロや表計算等
の基本ソフトの操作方法を学び，科学調査に欠かせない統計の基本や統計ソフトの操
作方法を学ぶ。「理科基礎実験」は，ＳＳ理科α・βの進度に合わせ，前期に化学・生
物の，後期に物理・地学の基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方法や操
作方法を学ぶ。また，実験レポートの書き方も学ぶ。「プレゼンテーション講演・講習会」
は，発信ツールとして不可欠なプレゼンテーション技術を外部講師から学ぶ。「山梨を
知る講演会」は，山梨大学，山梨県工業技術センターや環境科学研究所等の協力を得て，
本県の自然・環境や地元に根ざした産業や本県が世界に誇る科学技術に携わる研究者
を招聘し講演会を行う。一部の講演会については，全校生徒を対象として行うことも
計画している。さらに県内企業の見学も実施する。「ＳＳ英語」は，フェローによる英語
の講演を通じ，国際性や実践的英語力を身につけさせ，将来の国際的科学者に向けて
その基礎基本を固める。「課題研究Ⅰ」は，生徒の希望等により「課題研究Ⅰα」ある
いは「課題研究Ⅰβ」どちらかの課題研究を選択する。第２年次以降は，それぞれＳ
Ｓ探究Ⅰの「課題研究Ⅰα・β」と連動し，１・２年次生の異年次混合の研究グループで
研究を行う。さらに課題研究Ⅰα・βなどを通して得た技術や知識を生かし，科学系
コンテストで力試しをする。ＳＳＨコース生徒は，１年次の後期から各科学系コンテ
ストに向けた学習を行い，２年次にいずれか１つに挑戦する。「課題研究Ⅰα」は，科
学系部活動と連動した班別の課題研究であり，研究の計画，実施，結果の取りまとめ，
成果の発表など，研究を進めるために必要な一連の過程を経験させる。「課題研究Ⅰβ」
は，課題研究Ⅰαを発展させ，希望あるいは選抜された生徒と生物化学部と共同でさ
らに高度な研究を行うことを目的としている。山梨大学や英国ＫＬＢとの同一テーマ
による共同研究へと発展させ，国際的な学会において研究成果の発表を行うことを最
終的な目標としている。

② 検証方法
アンケート，レポート，ポートフォリオ，外部講師アンケートの結果をもとに検証する。

③ ＳＳ英語の研究内容・方法と検証方法
「フェロー講演会」と「姉妹提携校英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの交流・連携」を柱とする。若手

外国人研究者による「フェロー講演会」は，各年次２～４回の実施を予定し，リスニング
を重視し総合的な英語の理解力の向上を図る。「姉妹提携校英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの交流
・連携」は，姉妹提携校である英国ＫＬＢ教員・生徒と，本校の課題研究の研究内容に
ついて，メールによる情報交換や英語によるポスターセッション，インターネット回
線を利用してのディスカッションを積極的に行うことにより，国際的に通用する科学
者に必要な英語によるコミュニケーション能力が高まることを期待する。ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏ
ｌとの交流・連携は，第１年次を準備・試行の期間として，本格的な交流・連携は第２
年次以降を考えている。さらに，「課題研究Ⅰβ」と連動し，河川水の水質調査，環境
問題，クリーンエネルギー等のテーマで共同研究を行い，それぞれの国際的な学会に
おいて発表を行うことを最終的な目標と考えている。
レポート，授業アンケート，授業担当者アンケートの結果をもとに検証する。

④ 課題研究Ⅰαの研究内容・方法
課題研究Ⅰαは，科学系部活動と連動し，物理，化学，生物，地学および数学の各

グループに分かれ，研究テーマを設定し，将来の科学者を目指して研究を行う。第２
年次以降は，各種発表会へ積極的に参加してプレゼンテーション技術を磨く。
アンケート，自己評価，各種理数系コンテスト，各種発表会においての成績，講評

を通じ，検証する。

⑤ 課題研究Ⅰβの研究内容・方法
課題研究Ⅰαを発展させ，希望あるいは選抜された生徒と生物化学部と共同でさら

に高度な研究を行うことを目的としている。山梨大学国際流域環境研究センターやク
リーンエネルギー研究センター等の協力を得て，水質，環境やクリーンエネルギー等
をテーマに研究を行い，そのデータや実験成果等を本校ホームページで公表する。さ
らに英国ＫＬＢとの同一テーマによる共同研究へと発展させ，それぞれの国際的な学
会において研究成果の発表を行うことを最終的な目標としている。
一例として，本校生物化学部と山梨大学国際流域環境研究センター風間研究室との

共同研究があげられる。今年度，本校生物化学部は，本校付近の２カ所の井戸水（地
下水）の水位および硝酸性窒素濃度と本校近くを流れる２河川水中の硝酸性窒素濃度
との関連について研究した。この研究にＳＳＨコースの生徒が加わることにより，井
戸水および河川水の採水地点が拡大し，この得られたデータからより精密な考察を行
うことが出来る。またこの結果をホームページ上で公表することは，果樹生産を支え
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る上で水資源はとても重要であり，本校周辺の日本一の果樹生産地域である峡東地域
に非常に有意義であると考える。さらに，地震等の災害により大切なライフラインで
ある水道が途絶えた場合，井戸水の情報等は非常に大切な情報となり得る可能性がある。
アンケート，自己評価，各種発表会においての成績，講評を通じ，検証する。

ⓘ ＳＳ探究Ⅰ 【対象：ＳＳＨコース２年次生 必修２単位 木曜日６･７校時設定】
① 研究内容・方法
科学講座や課題研究を通して，科学に対する生徒の興味・関心を定着させ，生徒の国

際的科学者への足がかりを築き，大学や研究機関と連携した先進的な理科教育を展開する。
ＳＳ探究Ⅰは，次の３種類の講座から成り立つ。「科学技術講演会」は，理学，工学，

医学，農学，環境，情報等の各分野における外部講師を招聘し先端技術に触れさせる。
一部の講演会については，全校生徒を対象として行うことも計画している。「課題研究
Ⅰα・β」を通して，研究の計画，実施，結果の取りまとめ，成果の発表など，研究を進
めるために必要な一連の過程を経験させる。（前記ⓓ－④，⑤に詳細を記載）１年次に
引き続き「ＳＳ英語」は，フェロー講演会で英語による講演に加え，日本科学未来館で講
師を派遣し実施している「英語によるプレゼンテーション講習会」を実施し，多方面か
ら国際性や実践的英語力を身に付けさせ，将来の国際的科学者に向けてその基礎基本を
固める。また英国ＫＬＢとの交流を深め，国際科学者に不可欠な英語によるコミュニケ
ーション能力を高める。（前記ⓓ－③に詳細を記載）

② 検証方法
アンケート，レポート，ポートフォリオ，外部講師アンケートの結果をもとに検証する。

ⓝ ＳＳ探究Ⅱ 【対象：ＳＳＨコース３年次生 必修１単位 月曜日７校時設定】
① 研究内容・方法
ＳＳ探究Ⅱは，２種類の講座とする。
「課題研究Ⅱ」は，個人課題研究であり，１年次より継続してきたそれぞれの研究に

基づき，新たな課題を設定し，研究を進める。指導教員の指導助言を受けながら価値
ある科学研究として完成させる。１・２年次に実施したＳＳ基礎・ＳＳ探究Ⅰで大学
や研究所の講師による講義や実習・実験や，数学や理科で学んだことなどの成果から，
自ら課題を見つけてテーマを設定し，数学分野，物理分野，化学分野，生物分野，地
学分野の課題研究を進める。自らの問題に対して，仮説・モデルを設定し実験計画を
立案，それらに対して実験，調査する。さらにそれらの結果を統計的に分析し考察す
る。「ＳＳ英語」は，フェロー講演会での英語による講演を通じ，国際性や実践的英語力
を身に付けさせる。また英国ＫＬＢとの交流を深め，英語によるコミュニケーション
能力を高める。（前記ⓓ－③に詳細を記載）

② 検証方法
アンケート，プレゼンテーション，研究論文・研究要旨，外部講師アンケートの結

果をもとに検証する。

ⓞ サイエンスツアー 【対象：１～３年次生】
① 研究内容・方法

トップクラスの研究者や技術者との交流，先端技術との出会いを可能にし，その結
果，科学技術に対する興味･関心が高まり，知的好奇心や探究心が育つ。また研究者と
接することで研究に取り組む姿勢や課題発見の視点なども学び取ることができる。先
進的な研究施設や実験装置が活用されている研究現場等で，科学技術体験を中心とし
た講義・実験・実習等を行う。
長期の夏季・春季休業を利用。筑波研究学園都市・理化学研究所・日本科学未来館

・国立天文台・神岡素粒子研究施設（カミオカンデ）・種子島宇宙センター等，いずれ
かを生徒の興味関心を考慮し設定する。

② 検証方法
アンケート，レポート，外部講師アンケートの結果をもとに検証する。

ⓟ サイエンスラボ 【対象：１・２年次生】
①研究内容・方法
大学での研究活動の体験を通して，大学・研究者との距離が縮まり，研究者への意識

が一層向上する。研究題材，研究方法の実際，研究結果の検討等を通して研究遂行の資
質や創造性を高めることができ，課題研究等の取り組みに良い影響が表れることを期待
する。休日あるいは長期休業を利用して大学に赴き，大学側の指導のもと設定されたテ
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ーマに沿って研究を進める。必要に応じて訪問前に課題を提示し，事前学習を実施する。
研究を進める上で必要となる知識を実験前に講義していただく。また，得られた研究結
果等は後日報告書をまとめることによって更なる定着を図る。事前事後の学習を含め，
単位認定を目指した集中講座とする。訪問予定大学として，東北大学，山梨大学，京都
大学，琉球大学等を予定している。

② 検証方法
アンケート，レポート，外部講師アンケートの結果をもとに検証する。

峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究

ⓠ サイエンスステップ 【対象 近隣小学校児童】
① 研究内容・方法

本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の小学校と連携し，「自然科学教室」や「出前授
業」を行い，小学生に実験を通して科学の楽しさや面白さを体感させる。本校職員，
生徒が指導者となり，小学生に実験を経験させ，科学への興味関心を高めることを目
的とする。実験・工作・観察を体験するにより「科学への興味関心」の高揚を図り，
ＳＳＨとして「科学の面白さ」を発信する。また，高校生が小学生に対し，実験等を
通して科学の面白さや楽しさを伝えることにより，プレゼンテーション能力を高め，
異校種，異年齢間のふれあいを通して，地域の活性化，教育力の向上を図る。

② 検証方法
自己評価，受講者アンケートの結果をもとに検証する。

ⓡ サイエンスジャンプ 【対象：近隣中学校生徒】
① 研究内容・方法

本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の中学校と連携し，「体験授業」や「出前授業」
を行い，中学生に実験を通して科学の楽しさや面白さを体感させる。本校職員，生徒
が指導者となり，中学生に実験を経験させ，科学への興味関心を高めることを目的と
する。実験・工作・観察を体験するにより「科学への興味関心」の高揚を図り，ＳＳ
Ｈとして「科学の面白さ」を発信する。また，ＳＳＨでの取り組みを紹介し，実習・
実験を中心とした授業を行うことにより，科学や理数教科への興味関心を喚起する。
また，異校種，異年齢間のふれあいを通して，地域の活性化，教育力の向上を図る。
高校生が中学生に対し，実験や研究内容等を伝えることにより，学力を定着させ，プ
レゼンテーション能力を磨くことができる。

② 検証方法
自己評価，受講者アンケートの結果をもとに検証する。

ⓢ サイエンスアカデミー 【対象：１～３年次生，ＰＴＡ，地域一般住民】
① 研究内容・方法

本校生徒，ＰＴＡ，地域住民および近隣高校生を対象とした講演会を開催すること
により，ＳＳＨの様々な取り組みがＰＴＡ，地域住民に理解され，興味関心を高める
ことができる。本校ＯＢ人材バンクから第一線で活躍する研究者・技術者や著名な科
学者を講師として招聘し講演会を行う。さらにＳＳＨの様々な取り組み特に課題研究
の成果を発表やポスターセッションにて発信する。前・後期に各１回の講演会の実施
を予定している。

② 検証方法
レポート，外部講師アンケート，受講者アンケートの結果をもとに検証する。

(3) 必要となる教育課程の特例等
① 必要となる教育課程の特例とその適用範囲
ア．「ＳＳ数学Ⅰ」（６単位）を置く。数学Ⅰ（４単位）の代替科目とする。
イ．「ＳＳ理科α」（２単位），「ＳＳ理科β」（２単位），「ＳＳ化学Ⅰ」（３単位）を置
く。物理基礎（２単位），化学基礎（２単位），生物基礎（２単位）の代替科目とする。

ウ．「ＳＳ基礎」（２単位）を置く。１年次総合的学習の時間（１単位），情報Ｃ（１単
位）の代替科目とする。

エ．「ＳＳ探究Ⅰ」（２単位）を置く。２年次総合的学習の時間（１単位），オーラルコ
ミュニケーション（１単位）の代替科目とする。
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オ．「ＳＳ探究Ⅱ」（１単位）を置く。３年次総合的学習の時間（１単位）の代替科目
とする。

② 教育課程の特例に該当しない教育課程の変更
特になし

５．研究計画・評価計画
(1) 研究計画
① 第一年次

ⓐ ＳＳ数学Ⅰ ⓑ ＳＳ理科α ⓒ ＳＳ理科β ⓓ ＳＳ基礎
ⓞ サイエンスツアー ⓟ サイエンスラボ ⓠ サイエンスステップ
ⓡ サイエンスジャンプ ⓢ サイエンスアカデミー

以上の事業を実施する。教材，指導方法や評価方法の研究を行い，探究的な活動を
重視し，論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育課程である
「ＳＳ」を付した理数科目を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目，ＳＳ基礎の事業は，
本校ＳＳＨの根幹事業であり確実に運営し，適切に検証，評価を行う。第二次年以降
の事業の実施に向けて準備をする。第二年次からの「ＳＳ」を付した理数科目，ＳＳ
探究ⅠのＳＳ英語，特に英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとのディスカッション等の交流に向けて綿
密な準備を行う。さらに山梨大学との連携による課題研究Ⅰβの準備を行う。特に山
梨大学国際流域環境研究センター風間研究室との水質に関する共同研究については，
生物化学部の活動とあわせて先行実施し試行を行いたい。
他の事業については，不定期実施事業であるので，それぞれの事業との関わりを大

切にしながら，最も効果の上がる時期に実施をしたい。

② 第二年次

ⓔ ＳＳ数学Ⅱ ⓕ ＳＳ物理Ⅰ ⓖ ＳＳ化学Ⅰ ⓗ ＳＳ生物Ⅰ
ⓘ ＳＳ探究Ⅰ

第一年次の実施の事業は２年目を迎え，成果や内部・外部評価に基づき改良を加え，
さらに充実させ実行する。第一年次事業に加え上記の３事業を新たに実施する。引き
続き，「ＳＳ」を付した理数科目においては，教材，指導方法や評価方法の研究を行い，
探究的な活動を重視し，論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な
教育課程を開発し，活用する。山梨大学との連携による課題研究Ⅰβにおいては，昨
年の試行を踏まえ本格実施を行う。

③ 第三年次

ⓙ ＳＳ数学Ⅲ ⓚ ＳＳ物理Ⅱ ⓛ ＳＳ化学Ⅱ ⓜ ＳＳ生物Ⅱ
ⓝ ＳＳ探究Ⅱ

これまで実施した事業は，成果や内部・外部評価に基づき改良を加え，さらに充実
させ実行する。第一・二年次事業に加え上記の事業を新たに実施する。
山梨大学との連携による課題研究Ⅰβにおいては，英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの共同研究

および学会発表に向けて綿密な準備を行う。
また，地域や連携機関等からの意見や評価を参考にして中間評価を行い，３年間の

成果をまとめる。これまで実施してきた事業について，必要に応じて軌道修正し，次
年度以降の各事業の定着のための準備を行う。

④ 第四年次
第三年次までの成果に基づき事業を実施し定着させる。地域における「知」の拠点校

としての機能を充実させ，確固たるものとする。併せて，ＳＳＨ第一期生卒業生の進路
状況や卒業生に対する意識調査結果についても分析し，第４年次以降の各事業の
実施に反映させる。
山梨大学との連携による課題研究Ⅰβにおいては，英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの共同研究

を本格実施させ，学会発表に向けて綿密な準備を行う。

⑤ 第五年次
最終年次となる。第四年次までの成果に基づき，事業を実施し定着させるとともに，
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研究成果の発表，交流，普及活動に努める。
山梨大学との連携による課題研究Ⅰβにおいては，英国ＫＬＢ Ｓｃｈｏｏｌとの共同研究

を充実させ，国際的な学会において研究成果を発表する。
各事業，学校設定科目等の検証・評価を行い，本研究のまとめをする。さらに，次年

度以降の本校の在り方について検討する。

(2) 評価計画
① 内部評価
ア．各事業の効果

ⓐ ＳＳ数学Ⅰ ⓔ ＳＳ数学Ⅱ ⓙ ＳＳ数学Ⅲ
ⓑ ＳＳ理科α ⓒ ＳＳ理科β ⓖ ＳＳ化学Ⅰ ⓛ ＳＳ化学Ⅱ
ⓕ ＳＳ物理Ⅰ ⓚ ＳＳ物理Ⅱ ⓗ ＳＳ生物Ⅰ ⓜ ＳＳ生物Ⅱ

上記事業に関しては，通常の授業における評価，定期考査における評価，レポート
の評価，自己評価，さらに，前・後期末の２回に，これまでも実施していた「学校評
価授業アンケート」を中心に，目標が達成できたかを検証する。

ⓓ ＳＳ基礎 ⓘ ＳＳ探究Ⅰ ⓝ ＳＳ探究Ⅱ
ⓢ サイエンスアカデミー（本校生徒）

上記の事業の種々の科学講演会については，事業参加者を対象に，自己評価を実施
直後に行う。１枚の紙に，毎時間わかったことや疑問点などを記入させる。それによ
り，生徒の変容を，生徒自身と教員が視覚的に実感できるポートフォリオを用いて行う。

ⓞ サイエンスツアー ⓟ サイエンスラボ ⓠ サイエンスステップ
ⓡ サイエンスジャンプ ⓢ サイエンスアカデミー

上記事業に関しては，事業参加者を対象に，実施直後にアンケートを行う。

課題研究Ⅰα 課題研究Ⅰβ 各種科学系コンテスト

上記事業に関しては，各種科学系コンテストや各種研究発表会に積極的に参加させ，
参加数及び結果をもとに評価する。

イ．各事業担当の外部講師等
各事業担当の外部講師等には，アンケートによる自己評価，生徒評価を実施する。

ウ．ＳＳＨ事業全般
全校生徒を対象に，「リテラシーを測るテスト」を年間２回（５月，２月）実施す

る。内容はＰＩＳＡの公開問題と本校で独自に作成した問題を用い，経年のデータと
比較検証することで評価する。また，「科学に対する意識調査」を定期的（年間２回
：５月，２月）に行い，科学に対する意識の変容を見る。「リテラシーを測るテスト」
や「科学に対する意識調査」等の作成も研究内容の一つと位置づける。さらにまた，
職員・生徒に対して，ＳＳＨの取り組みに関するアンケート調査を年度末に行い，分
析を経て次年度以降の活動の改善を図る。

エ．その他
第二年次以降，現状の評価方法の見直し，内部評価の在り方の研究を継続する。

英国姉妹提携校ＫＬＢの支援を得ながらイギリス中等教育修了資格試験（ＧＣＳＥ）や
ＴＩＭＳＳ等の他の評価方法の研究を行い，多方面から評価する。

② 外部評価
校外の学識経験者を中心に構成されるＳＳＨ運営指導委員会を年間３回開催し，指導・

助言・事業評価をしていただく。また，これまでも実施していた「学校評価アンケート」
にＳＳＨ評価をアンケート項目に新たに加え保護者，学校評議委員による評価を行う。第
二年次以降外部評価の在り方の研究を継続する。
さらに本校公開研究発表会において，ＳＳＨ実践を公開し外部の評価を受ける。
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③ 運営指導委員
氏 名 所 属・職 名

赤池 亨 山梨県教育委員会 高校教育課 課長

廣瀬 浩次 山梨県教育委員会 高校教育課 指導主事

小林 智 山梨県教育委員会 高校教育課 指導主事

深沢 信吾 山梨県総合教育センター 所長

楡井 俊彦 峡東教育事務所 所長

◎風間 ふたば 山梨大学 生命環境学部 教授

○佐藤 哲也 山梨大学 工学部 准教授

中村 宗敬 山梨大学 教育人間科学部 准教授

輿水 達司 山梨県立大学 特任教授

加藤 正明 元山梨県教育長・前本校同窓会長

松下 慶麿 株式会社松下製作所 代表取締役会長

◎運営指導委員会委員長，○運営指導委員会副委員長

６．研究組織の概要
(1) 組織

文部科学省

大 学
科学技術 （支援） 山梨県教育委員会 （協力）

研究施設
振興機構 ＳＳＨ運営指導委員会

民間企業

（支援） （指導・助言・評価） （連携）

校 長

運営委員会 職員会議

教 頭

生 徒 ＳＳＨ推進委員会 ＳＳＨ推進係
（評価） （組織運営） （企画立案）

１ 年 次 教育課程委員会 教 務 係
２ 年 次 国語科 地歴公民科 数学科 生 徒 指 導 係
３ 年 次 理科 保健体育科 芸術科 進 路 指 導 係

家庭科 英語科 情報科 生徒会指導係
（内部評価） 国 際 教 育 係

（外部評価） （外部評価） （外部評価）
（協力） （協力） （協力）

ＰＴＡ 学校評議員会 同窓会

(2) ＳＳＨ推進係
担 当 任 務 内 容
総 務 ・文部科学省，県教育委員会，大学，企業，研究機関との連絡調整

・各教科，係，年次との連絡調整 ・ＰＴＡ，同窓会との連絡調整
・他の指定校との連絡調整 ・経理（出納管理執行，予算書・収支決算書作成）

教育課程 ・学校設定科目の運営 ・ＳＳＨ教育課程の作成
・授業改善の企画，提案，実践，公開

評価研究 ・授業および研究結果の評価法の研究開発 ・他校の実践例の情報収集
・アンケート，各種調査の作成，実施，結果分析 ・研究報告書の企画，作成

連携推進 ・大学・企業・研究機関との連携の在り方の研究
・具体的な連携の提案・実施

活動推進 ・ＳＳ基礎，ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱの企画運営
・サイエンスツアー，サイエンスラボ，サイエンスステップ，
サイエンスステップ，サイエンスアカデミーの企画運営

施設整備 ・研究開発や実践に必要な施設，設備，備品の取りまとめ
・物品選定

広 報 ・生徒，保護者，中学校，地域への広報
・ホームページの更新，管理
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第２章 研究の経緯

ＳＳＨ事業 ＳＳ基礎

4月
16(月) SSH支援事業事前説明会 12(木) ＳＳ基礎オリエンテーション

19(木) 課題研究グループ分け・研究テーマ決定
26(木) 課題研究

5月
15(火) 山梨県SSH担当者交流会 17(木) 情報数学演習①
17(木) SSH新規指定校JST視察 24(木) 情報数学演習②
28(月) 山梨大学へ協力依頼 《第１回 定期考査》

6月 7(木) 理科基礎実験①（化学分野）
14(木) 理科基礎実験②（生物分野）
19(火) プレゼン講演会（帝京科学大：永沼教授）

25(月) 第１回SSH運営指導委員会 28(木) 課題研究

7月 4(水) 第１回SSH推進委員会 5(木) 山梨を知る講演会①（県立大：輿水教授）
6(金) SSH支援事業事務処理研修会
26(木) サイエンスツアー（筑波方面） 19(木) 山梨を知る講演会②（環科研：北原研究員）
27(金) 〃

8月 8(水) ＳＳＨ研究発表会
9(木) 〃 （パシフィコ横浜）
21(火) サイエンスラボ（山梨大学） 《第２回 課題確認テスト》
25(土) サイエンスジャンプ① 30(木) 山梨を知る講演会③（山梨大：田中教授）

9月 6(木) 山梨を知る講演会④（山梨大：岸本准教授）
16(土) サイエンスアカデミー① 《第２回 定期考査》

茂木健一郎氏講演会 20(木) 山梨を知る講演会⑤（山梨大：佐藤准教授）

10月 4(木) 課題研究
13(土) サイエンスジャンプ② 11(木) フェロー講演会①事前学習・準備

18(木) フェロー講演会①（立教大：Dr.Barnett）
29(月) 山梨県SSH高大連携情報交換会 25(木) 課題研究

11月 3(土) 生徒の自然科学発表会 1(木) 課題研究
11(日) 科学の甲子園山梨県大会 8(木) 課題研究
25(日) 全国SSH交流会支援教員研修会 15(木) 東芝科学館見学（エネルギー教育推進事業）

（東京・東京工業大学） 22(木) 理科基礎実験③（物理分野）

12月 2(日) 全国SSH交流会支援教員研修会 《第３回 定期考査》
（滋賀・膳所高校） 4(火) 企業見学・(株)松下製作所訪問

6(木) 理科基礎実験④（地学分野）
25(火) SSH情報交換会 20(木) 山梨を知る講演会⑥（山梨大：風間教授）

1月 《第３回 課題確認テスト》
10(木) 山梨を知る講演会⑦（山梨大：宮武教授）

26(土) サイエンスアカデミー② 17(木) フェロー講演会②事前学習・準備
長沼 毅氏講演会 24(木) フェロー講演会②（東京大：Dr.Sailer）

2月 2(土) サイエンスフェスタ 7(木) ＳＳ基礎まとめ
9(土) 先進校視察（東京・日比谷高校）
4～21 県内指定校研究発表会参加 21(木) 課題研究
18(月) 第２回運営指導委員会

3月 13(水) SSH支援事業事務処理説明会 《第４回定期考査》
15(金) 日川高校ＳＳＨ研究発表会 18(月) 課題研究・科学コンクール準備
19(火) 研究開発実施報告書完成
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第３章 研究開発の内容 

１．論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究 

 

１－Ａ ＳＳ数学Ⅰ 

 

１．仮説 

 探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向け

た指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開

発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを

育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め，事象を数学的に考察し処理す

る能力を高め，数学的活動を通して創造性の基礎を培う。数学的な見方や考え方を養い，

２年次以降のＳＳを付した理数科目等で活用する能力を育てることをねらいとする。 

 数学Ⅰ・Ａの内容に数学Ⅱの内容を一部加え，各単元において，基礎・基本の徹

底と探求心の育成をはかる。 

 

 (2) 方法 

 ① 単位数  ６単位 

 ② 対 象  ＳＳＨコース １年次生 

 ③  実施授業 

 

 

 内  容 科目 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

数と式（式の計算・実数・１次不等式） 

２次関数（関数とグラフ）データの分析（情報数学演習） 

    （２次方程式・２次不等式） 

集合と論証（集合・命題と論証） 

場合の数と確率（場合の数） 

       （確率とその基本性質・いろいろな確率） 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ａ 

数学Ａ 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

図形と計量（鋭角の三角比・三角比の拡張） 

（三角形への応用） 

図形の性質（三角形の性質・円の性質・作図）課題学習 

     （空間図形） 

整数の性質（互除法と不定方程式・合同式・整数の活用） 

整式の乗法・除法と分数式 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ａ 

数学Ａ 

数学Ａ 

数学Ⅱ 
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３.成果と課題 

 (1) 成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業アンケートの結果によると，数学が好きという生徒が大部分を占め，授業にも集中

して取り組んでいることがわかる。 

発展的な学習として，平面図形の分野では，トレミーの定理，中線定理，角の二等分線

における定理等を扱い，トレミーの定理を利用して正五角形の対角線の長さを求めたり，

黄金比の話まで発展させた。また，整数の分野では合同式を取り上げ，合同式の性質，合

同式の方程式，フェルマーの小定理などに触れ，発展的な内容を扱った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業の内容や進度についてのアンケートによると，授業の内容が「ちょうど良い・簡単」

と感じている生徒と「少し難しい・難しい」と感じている生徒がおよそ半分ずつに分かれ，

進度においても「ちょうど良い・遅い」と感じている生徒と「早い・早すぎる」と感じて

いる生徒もおよそ半分ずつに分かれている。 

 

 (2) 課題 

今年度はクラス単位での授業を行ってきたが，アンケート結果にあるように，授業の内

容が簡単と感じる生徒から難しすぎると感じる生徒までいることや，クラス内での学力差

が大きいため，ＳＳＨ以外のクラスのように習熟度に分かれて授業展開する必要があった。

そのため，進度についても計画通り進まず，数学Ⅱの内容の学習まで予定通り進まなかっ

た。次年度はクラス内の学力差が大きい場合は，習熟度に分かれた授業展開を行っていき

たい。また，ＳＳ数学Ⅱについては，発展的内容を取り入れながら，習熟度に分けた授業

展開をしていきたい。 

20



１－Ｂ ＳＳ理科α

１．仮説

探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向け

た指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開

発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを

育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。

２．内容と方法

(1) 内容

高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科β（物理・生物分野）とともに，

ＳＳ理科αとして，化学分野と地学分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の概

念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。また，ＳＳ基礎の

「理科基礎実験」と連動し，基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方法や操

作方法を学ぶ。また，実験レポートの書き方についても学ぶ。

化学分野は，今後の化学の基礎となる物質の構成粒子，化学結合，物質量と化学反応

式について，なるべく身近な物質を活用し，我々の生活との関わりを重視して進めてい

く。地学分野は，地学基礎・地学の宇宙の構成の内容と私たちの生活舞台である地球自

身の歴史，環境，構成している物質，活動について学ぶ。

(2) 方法

① 単位数 ２単位

② 対 象 ＳＳＨコース １年次生

③ 実施授業

実 施 授 業 実 験 実 習

《化学分野》
４月 化学と人間生活，混合物と純物質

物質とその成分，物質の三態と熱運動
５月 原子とその構造，イオン，周期表 5/24 硫黄の同素体

（第１回定期考査）
６月 イオン結合とイオンからなる物質 6/ 7 銅を変化させる

分子と共有結合
７月 分子の極性と分子間にはたらく力

共有結合の物質
８月 金属結合と金属

原子量
９月 （第２回定期考査）

分子量・式量 10/13 炎色反応

《地学分野》
１０月 地球の自転・公転 10/13 太陽スペクトルの観察

１１月 惑星の視運動
ケプラーの法則

１２月 （第３回定期考査）
太陽の概観 12/ 6 岩石薄片の作成・観察

１月 太陽の活動とエネルギー
恒星の距離と明るさ 恒星の色

２月 ＨＲ図 恒星の性質とＨＲ図
恒星の誕生と進化

３月 （第４回定期考査）
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３．成果と課題

(1) 成果

授業アンケートの結果では，化

学・地学分野ともに，問３を除い

て各質問項目に対して肯定的な回

答（右下グラフ中の黒字データ）

となっている。授業の内容（問３）

は，「少し難しい内容」であったと

の回答（グラフ中の赤字データ）

が多い。これは，担当教員が学習

指導要領よりも発展的な内容につ

いて重視した結果であり，回答結

果は好ましいと言える。アンケー

ト結果からは，「難しい」ながらも，

充実感があり興味がわき学力が着

いた授業が展開できたといえる。

生徒の記述からは「難しいと思っ

て理解に苦しんだこともあったが，

それと同じくらい分かったことや

力になったことがあって良かっ

た。」等の意見が多数あった。

アンケート結果（問8･9）では，

７割，９割の肯定的な回答が得られ

た。ＳＳ理科やＳＳ基礎「理科基礎

実験」の目標やねらいに関して，一

定の成果が得られたと思う。

また，１年次に理科４科目を学ぶ

意義（問10）では，８割以上の肯定

的な回答が得られた。自由記述おい

ても，「４科目とも狭く深い授業で

あったため，興味が一層強くなっ

た。」などの意見が多数見られた。

しかし，「どの科目も中途半端な内

容であった。」という少数意見も見

られた。

(2) 課題

化学は，２年次以降の「ＳＳ化学」

へとさらに深化・発展していく科目

であり，地学は，１年次のみの科目

となる。今年度，一定の成果は得ら

れたものの，アンケート結果を基に

それぞれの科目の目標やねらいに応

じた内容の精選を図り，次年度以降

もさらに最適化を目指して研究を進

めていきたいと考えている。

岩石薄片の作成・観察炎色反応

《ＳＳ理科α・β 授業アンケート》

問1:授業は、①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない

問2:授業は、①集中できる ②緊張する ③眠くなる ④何とも言えない

問3:授業の内容は、①ちょうどよい ②簡単 ③少し簡単 ④少し難しい ⑤難しい

問4:授業の進む速さは、①ちょうどよい ②早すぎる ③早い ④遅い ⑤遅すぎる

問5:実験・実習に意欲的に取り組んでいる。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問6:授業を通して学力がついたと、

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問7:この科目が、①とても好き ②好き ③あまり好きではない ④嫌いだ

問8:レポートの書き方がわかった。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問9:実験器具の使用方法がわかった。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問10:高校１年生で、理科４科目を学ぶことは大切である。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

33.3

23.1

17.9

48.7

69.2

53.8

問10

問9

問8

SS理科αβ 授業アンケート

① ② ③ ④

35.9
15.4

25.6
79.5

48.7
53.8

17.9

61.5
74.4

66.7
2.6

0
2.6

71.8

35.9

問7

問6

問5

問4

問3

問2

問1
SS理科α地学 授業アンケート

① ② ③ ④ ⑤

17.9
7.7

20.5
64.1

28.2
33.3

20.5

48.7
79.5

71.8
2.6

0
23.1
48.7

61.5 5.1

問7

問6

問5

問4

問3

問2

問1
SS理科α化学 授業アンケート

① ② ③ ④ ⑤
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１－Ｂ ＳＳ理科β

１．仮説

探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，新学習指導要領の実施に向け

た指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開

発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを

育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。

２．内容と方法

(1) 内容

高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科α（化学・地学分野）とともに，

ＳＳ理科βとして，生物分野と物理分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の概

念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。また，ＳＳ基礎の

「理科基礎実験」と連動し，基礎・基本となる実験・実習を行い，器具の使用方法や操

作方法を学ぶ。また，実験レポートの書き方についても学ぶ。

生物分野は，生物基礎の細胞，遺伝子と物質の変化の内容について扱う。まず生物の

基本単位である「細胞」の構造・機能について学び，科学に対する興味・関心を抱かせ

る。物理分野は当初，物理基礎の熱，波，電気等の内容について扱う予定だったが，扱

った教科書が力学から始まっていたことと，生徒の状況から力学を学んだ。この内容は，

中学校の学習内容に継続する分野でもあり，その復習や演示実験を含む内容を柱とする。

中学校段階での苦手意識の克服や既習内容の再確認をさせながら，新たな知識を習得さ

せる。

(2) 方法

① 単位数 ２単位

② 対 象 ＳＳＨコース １年次生

③ 実施授業

実 施 授 業 実 験 実 習

《生物分野》
４月 生物の特徴

①生物の多様性と共通性
５月 ②細胞にみられる多様性と共通性 5/15 顕微鏡の構造と操作

（第１回定期考査） 5/21 マイクロメーターの使用法
６月 生命活動とエネルギー

①エネルギーと代謝 6/21 酵素（カタラーゼ）の実験
７月 ②代謝に関わる酵素

８月 生物と遺伝子
①細胞周期とＤＮＡの複製

９月 ②ＤＮＡの構造
（第２回定期考査）

《物理分野》
１０月 速度・加速度
１１月 落下運動 11/13 真空落下の実験
１２月 （第３回定期考査） 11/22 重力加速度の測定

加速運動のグラフ・等速運動のグラフ 11/22 落下運動を用いた反射時間
１月 水平投射・斜方投射 の測定

力とそのはたらき，力のつりあい 1/ 8 モンキーハンティングの実験
２月 運動の法則

慣性の法則 2/22 ホバークラフトを使った
３月 （第４回定期考査） 等速直線運動の観察

摩擦を受ける運動
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３．成果と課題

(1) 成果

授業アンケートの結果では，生物

・物理分野ともに各質問項目に対し

て肯定的な回答（右グラフ中の黒字

データ）が過半数を超える結果とな

っている。

問５，問６，問７からは，意欲

的で学力がつき，理科が好きにな

ったと読み取れる。この結果が，

１年次における「ＳＳ理科」科目

の成果といえる。

後期の物理の授業においては，

「思考力を高める授業」と題して，

モンキーハンティングの実験につ

いて結果を予想させたり，実験装

置の提案をさせたりするなど，未

知の事象について結果を予想させ，

その根拠を述べさせることを数回

した。「思考力を高める授業」の

アンケート結果が右下である。ほ

とんどの生徒が，肯定的な回答を

しており，否定的な回答はない。

高校レベルで仮説を立ててそれに

ついて思考していく授業には限界

もあるが，生徒の充実感や，意欲

を高めることができたと言える。

(2) 課題

問４の「授業の進む早さは，ち

ょうど良い」という回答がかなり

多いが，これは今後の課題となる。

それは，生物分野・物理分野共に

中学とのギャップを意識した遅い

ペースで授業をやっていたのに生

徒にとって「ちょうど良い」と感

じてしまったということは，今後

通常のペースに戻した際に生徒に

とってハイペースに感じられるか

らである。今のペースでは新課程

の基礎を付した科目の教科書を標

準単位数の２単位で終えることは

難しく，生徒の意識を２年次「Ｓ

Ｓ生物」「ＳＳ物理」に向けて高

めていく必要がある。

顕微鏡の操作重力加速度の測定

《ＳＳ理科α・β 授業アンケート》

問1:授業は，①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない

問2:授業は，①集中できる ②緊張する ③眠くなる ④何とも言えない

問3:授業の内容は，①ちょうどよい ②簡単 ③少し簡単 ④少し難しい ⑤難しい

問4:授業の進む速さは，①ちょうどよい ②早すぎる ③早い ④遅い ⑤遅すぎる

問5:実験・実習に意欲的に取り組んでいる。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問6:授業を通して学力がついたと，

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない

問7:この科目が，①とても好き ②好き ③あまり好きではない ④嫌いだ

《ＳＳ理科β 物理授業アンケート２》

問1:思考力を高める授業（未知の事象についての予想）についてどう思うか。

①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない

問2:思考力を高める授業（未知の事象についての予想）についてどう思うか。

①将来役立つ②（将来）たまに役立つ③（将来）役立たない④何ともいえない

問3:思考力を高める授業（未知の事象についての予想）について意欲的にとりく

んでいる。

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない。
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月 ＳＳ基礎 講　　師 演　　　題

4 オリエンテーション

4 課題研究

5 情報数学演習 情報：田中

6 プレゼン講演会 永沼　充（帝科大） 効果的なプレゼンテーションとは

6 理科基礎実験　化学 理科/化学：髙野

6 理科基礎実験　生物 理科/生物：池谷

7 山梨を知る①（自然・環境） 輿水達司（県立大） 地域の自然から地球の仕組みを探る

7 山梨を知る②（自然・環境） 北原正彦（環科研） 動物の生態を通して見た山梨の自然

8 山梨を知る③（水晶・ｸﾘｽﾀﾙ） 田中　功（山梨大） クリスタルと超伝導

9 山梨を知る④（ﾜｲﾝ・発酵） 岸本宗和（山梨大） ワインの醸造と微生物

9 山梨を知る⑤（太陽電池） 佐藤哲也（山梨大） 環境科学と太陽電池

10 ＳＳ英語（フェロー講演会） Dr. Craig Barnett How the study of life, the universe,and everything can help you 

10 課題研究

11 課題研究

11 理科基礎実験　物理 理科/物理：小泉

12 山梨を知る⑥（峡東の水環境） 風間ふたば（山梨大） 山梨の水-その恩恵と課題-

12 理科基礎実験　地学 理科/地学：大須賀

1 山梨を知る⑦（燃料電池） 宮武健治（山梨大） エネルギー・環境問題と燃料電池

1 ＳＳ英語（フェロー講演会） Dr. Juergen Sailer Quantum Information Processing

２．優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果的

な教育プログラムの研究 

 

２－Ａ ＳＳ基礎 

 

１．仮説 

「ＳＳ基礎」における様々な科学講座や，ＳＳ英語，課題研究等の取り組みにより，生

徒の科学者への意識が高まる。サイエンスツアー，サイエンスラボにより生徒の科学者，

研究者への意識が一層向上する。また，研究に主体的，協働的に取り組む姿勢や創造性が

育まれ，課題研究の取り組みに良い影響が表れる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

ＳＳ基礎は，「プレゼン講演会」「山梨を知る講演会」「情報数学演習」「理科基礎実験」

「ＳＳ英語」「課題研究」の６種類の講座から成り立ち，様々な講座や課題研究等の取り組

みが，生徒の科学に対する興味・関心を高め，将来の科学者・技術者への意識付けとなる

ことを目的としている。 

 

(2) 方法 

単位数 ２単位 

対 象 ＳＳＨコース １年次生 

実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは，「プレゼン講演会」「山梨を知る講演会」「情報数学演習」「理科基礎実験」の

それぞれについて，講義・実習のレポートおよび生徒への事後アンケートの結果を交えて

検証した。 
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３．成果と課題 

(1) 成果 

①プレゼン講演会・山梨を知る講演会について 

各種講演会の生徒への事後アンケート結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会のレベルについては各講演会で多少のばらつきがあるものの，「興味・関心」「内

容」についての回答はいずれの講演会においても肯定的な回答が 80％を超えており好評で

あった。各種講演会を聴くことで生徒の科 

学に対する興味・関心を高め，将来の科学 

者・技術者への意識付けとなる助けになっ 

たと思われる。また，各種講演会に対して 

「学問・進路・職業を考える上で役に立ち 

ましたか」という問いには，約 90%の肯定 

的な回答が得られた。 

 

②各種演習・実験について 

各種演習・実験の生徒への事後アンケート結果は以下の通りである。 
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情報数学演習について「興味・関心を持ち 

ましたか」「内容はどうでしたか」「内容は理 

解できましたか」への回答に肯定的な回答が 

少なく見えるが，実施した時期が５月であっ 

たことと，内容が表計算ソフトを用いてのデ 

ータの分析であったことが関係していると思 

われる。データの分析については新課程にお 

いて中学校から学習することになっているが 

新課程１年目の学年であるため，中学生へのアンケートにおいても苦手意識を持っている

生徒が多いようである。 

しかし，情報数学演習・理科基礎実験全般についての生徒への事後アンケート結果は以

下の通りであり，肯定的な回答が多く得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ＳＳ基礎全般について 

ＳＳ基礎全般の生徒への事後アンケート結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「効果的なプレゼンテーション技術を体得することができた」という問いに対しては肯

定的な回答が 62%であった。今年度，クラス全員が発表する機会は，１１月に行われた自

然科学研究発表大会におけるプレゼンテーションと，２月に行われたサイエンスフェステ

ィバルにおけるポスターセッションであった。その中で“あまりできなかった・できなか

った”という回答からは，次回の発表では自分の思った通りに発表したいという反省の意

が込められた回答であると受け取れる。次年度以降，今年度の経験を生かして発表するこ

とで，肯定的な意見が増えていることを期待したい。 
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また，プレゼンテーション講演会を６月に行っているが，生徒たちが実際にプレゼンテ

ーションを行ったのが１１月ということもあり，プレゼン講演会を実際の発表の間近で聴

きたかったという意見もあった。 

「学問・進路・職業を考える上で役に立った」という問いに対しては，肯定的な回答が

95%得られていることを考えると，将来の科 

学者・技術者への“意識付け”という部分で， 

成果を上げていると思われる。 

さらに，「研究に対するモチベーションを 

高めることができた」という問いに対しては 

87%の肯定的な回答が得られており，研究に 

主体的，協働的に取り組む姿勢や創造性が育 

まれ，課題研究の取り組みに良い影響が表れ 

てくることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「科学に対する興味・関心が高まった」「総合的に判断してＳＳ基礎はどうでした

か」という問いに対してはいずれも肯定的な意見が 100%であった。生徒の感想にも，他

のクラスでは体験できないことが多く経験できてよかった。入学時よりも科学に対する興

味・探究心が高まっている。という意見が多数あった。各種講演会では，講師の先生方が

高校 1 年生にも分かりやすい内容で講演をしてくださったおかであると思う。 

様々な講座や課題研究等の取り組みが，生徒の科学に対する興味・関心を高め，将来の

科学者・技術者への意識付けとなっており，「ＳＳ基礎」は総合的に一定の成果を上げてい

ると思われる。  

 

(2) 課題 

プレゼン講演会を，発表する間近に聴きたかったという意見があったが，実際にプレゼ

ンテーションを経験していない状態で講演会を聴いたための意見であるため，校内などで

一度プレゼンテーションを経験させてから聴講させる必要があった。 

「ＳＳ基礎」全般については，種々の事後アンケート結果や，生徒の記述による感想な

どを総合的に判断すると「ＳＳ基礎」の様々な講座や取り組みが，生徒にとって“意識付

け”となっていることが分かる。 

今回は，講義・実習のレポートおよび生徒への事後アンケートでの検証であったが，来

年度は一枚ポートフォリオを作成し，事後アンケートと併せてポートフォリオによる分析

を行っていきたい。 

28



２－Ｂ ＳＳ英語 

 

 

１．仮説 

フェロー講演会（日本学術振興会サイエンス・ダイアログ事業）と姉妹校提携校英国Ｋ

ＬＢ School との交流・連携を柱として，実践的な英語力や科学への関心を高め，科学者

としての素養を養う。国際的科学者に求められる英語でのコミュニケーション能力やプレ

ゼンテーション技術の育成を目指す。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

若手外国人研究者によるフェロー講演会を，今年度は２回実施した。講演会の１週間

前のＳＳ基礎の時間に事前指導を行う。講義内容の概要やキーワードの一覧，関連資料

等を用いて，英語による講義を理解するのに役立つ科学的知識を身につけ，目的意識を

持って講義に臨むために講師に対する質問を全員が用意した。 

ＫＬＢ School との交流・連携については，第１年次を準備・試行の期間として位置

づけ，本格的な交流・連携は第２年次以降を計画している。しかし，今年度は 10 月に

ＫＬＢの生徒の受け入れを計画していたが，諸般の事情により日本での語学研修自体が

中止となり，直接的な交流事業は実施できなかった。３月には本校生徒が語学研修のた

め渡英し，ＫＬＢとの交流を図る予定である。 

 

(2) 方法 

① 実施回数   フェロー講演会および事前指導 年間２回 

② 対  象   ＳＳＨコース １年次生  

③ 実施内容   

＜第１回＞ 

実施日 平成２４年１０月１８日（木）１３：５０～１５：３０ 

分 野 生物 

演 題 How the study of life, the universe, and everything can help you? 

講 師 立教大学 Dr. Craig Antony Barnett 

国 籍 ニュージーランド 

生物の進化と personality について講義していただ

いた。進化を世代間の遺伝子の変化という観点から論

じ，その変化を引き起こす要因として特に生息環境の

影響について取り上げた。また，生物の行動や認知能

力には種差や個体差が見られ，人間以外の生物にもそ

の個体特有の personality が存在するという。生物の

行動研究においては「客観的な観察」が不可欠である

と強調されていた。生徒はマーモットの映像を見てそ

の行動を観察するという実習を行った。食べる，歩くなど単純な動作の回数の計測だっ

たが，計測結果は一様にならず,「客観的な観察」の難しさを実感したようである。 

 

＜第２回＞ 

実施日 平成２５年１月２４日（木）１３：５０～１５：３０ 

分 野 物理 

演 題 Quantum Information Processing 

講 師 東京大学 Dr. Yuergen Sailer 

国 籍 ドイツ 
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 最新の量子コンピュータと，ナノテクノロジーによる

物質・材料の開発について講義していただいた。すでに

実用化が進んでいる量子コンピュータであるが，量子ビ

ットにより超高速の情報処理や解読不可能な暗号化が可

能になるという。また，最新のナノテクノロジーでは，

量子の移動方向を制限することで量子レベルでの物質の

極小化が行われている。今回，気温や空気中の不純物等

を厳しく管理した環境下で作成されたナノ物質（半導体）

を，実際に顕微鏡で観察することができた。顕微鏡でしか見えないほど微小な回路や構

造を持つ半導体を目にして，生徒からは驚きの声が上がった。 

 

３．成果と課題         ＜第１回＞      ＜第２回＞ 

(1) 成果                 

生徒の事後アンケート 

の結果（Q1）によると， 

 英語の理解度がやはり低 

 い。難解だったと回答し 

 た生徒が第 1 回，第 2 回 

ともに 80％前後で，「難 

しい専門用語が多くて聞 

き取れない。日本語の通 

訳がないと理解できない」 

との声も多かった。内容 

の理解度は，分野によっ 

て差が見られた。第 2 回 

（物理）の講義は非常に 

専門性が高く，事前学習 

や同行通訳者の方の説明 

があっても，短時間で理 

解することが難しい分野 

であった（Q2）。成果とし 

ては，生徒の大半が貴重 

な機会であり，また受講 

したいと回答している点 

 である（Q3，Q4，Q5）。 

「新鮮で，貴重な体験が 

できた。研究に対する意 

識が高まった。科学を学 

ぶ上での英語の必要性を 

改めて感じた」など肯定 

的な感想が見られた。 

 

(2) 課題 

 講義の理解度を高めるために，多様な場面で通用するリスニング能力を中心とした英

語力の向上と，事前指導の充実化が必要である。講義内容は非常に専門性が高く，英語

科教員だけでは指導に限界があった。理数科教員と協力して講義内容の依頼や事前指導

の在り方について検討し，より有意義な事業にしていきたい。 
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３－２－Ｃ 課題研究Ⅰ 

 
 
１．仮説 

課題研究Ⅰを含む「ＳＳ基礎」における様々な科学講座や，ＳＳ英語等の取り組みによ

り，生徒の科学者への意識が高まる。また，課題研究Ⅰで行う研究に主体的，協働的に取

り組む姿勢や創造性が育まれ，課題研究Ⅰの取り組みにさらに良い影響が表れる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

 「課題研究Ⅰ」は，生徒の希望等により「課題研究Ⅰα」あるいは「課題研究Ⅰβ」ど

ちらかの課題研究を選択する。 
  課題研究Ⅰαは，科学系部活動と連動し，物理，化学，生物，地学および数学の各グル

ープに分かれ，研究テーマを設定し，研究の計画，実施，結果の取りまとめ，成果の発表

など，研究を進めるために必要な一連の過程を経験させ，将来の科学者を目指して研究を

行う。 
課題研究Ⅰβは，本校生物化学部と山梨大学国際流域環境研究センター風間研究室との

共同研究を行う。 
さらに課題研究Ⅰα・βなどを通して得た技術や知識を生かし，科学系コンテストで力

試しをする。 

 

(2) 方法 

① 単位数  ２単位（木曜日 ６７校時） 

② 対 象  ＳＳＨコース １年次生 

③ 実施内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果と課題 

(1) 成果 

 課題研究を行うグループ分け・科学系の部活動との連動および，各グループの研究テー

マは次の通りである。 

グループ分け 連動する部活動 研究テーマ 

数学・情報班 情報技術研究部 LEGO ロボットプログラミング 

物理班 物理・地学部 慣性力について 

波の回折 

化学班 生物・化学部 身の回りの熱化学 

日川高校周辺の水質調査 

生物班 生物・化学部 落ち葉に含まれる植物成長阻害物質について 

地学班 物理・地学部 甲府盆地の東部の光害調査 

4 月 19 木 課題研究 

 ５月 26 木 課題研究 

6 月 28 木 課題研究・学園祭準備 

10 月 18 木 課題研究 

  25 木 課題研究 

11 月 1 木 課題研究 

 8 木 課題研究 

 ２月 21 木 課題研究Ⅱ準備 
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 今年度の取り組みは，各班「課題研究Ⅰα」としての活動であるが，「日川高校周辺の水

質調査」に取り組んだ班は山梨大学との共同研究も行っており，「課題研究Ⅰβ」として活

動してきた。 

 今年度，２８日（５６時間）の「ＳＳ基礎」のうち，１５時間を課題研究の時間とした。

研究テーマに沿った仮説の立案，実験や観察，結果のとりまとめなどは，課題研究の時間

を使って行った。 

 数学・情報班と生物班以外は，１１月３日に甲府城西高校を会場に行われた山梨県高等

学校芸術文化祭自然科学部門「平成２４年度 生徒の自然科学研究発表大会」に参加し，

ここまでの研究成果を発表した。 

 さらに，２月２日に山梨県立科学館で行われた「サイエンスフェスタ２０１３」に全て

の班が参加し，それぞれの研究成果をポスターや実演で発表した。 

 科学系コンテストへの参加として，今年度は「平成２４年度 科学の甲子園山梨大会」

に，有志を募り３チームエントリーしたが，３チームともに決勝である第２ステージには

進むことはできなかった。 

「課題研究Ⅰ」の成果を，生徒へのアンケートの結果をもとに検証した。 

課題研究について

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

□興味・関心を持ち、取り組むことができましたか。

□実験、観察、調査を十分行い、結果を考察することができましたか

□研究内容をしっかりまとめ、資料やポスターを作成することができまし
たか

□研究発表会では効果的なプレゼンテーションができましたか

□協力して研究や発表を行うことができましたか

□総合的に判断して「課題研究」はどうでしたか

□学問・進路・職業を考える上で役に立ちましたか

できた まずまずできた あまりできなかった できなかった
 

 

 

(2) 課題 

 今年度からＳＳＨの指定を受け活動が始まったが，年度当初は，職員も生徒もこの活動

が手探り状態であった。 

課題研究に関しては，生徒の自発的な探求心を大切にする中で，研究テーマを設定し，

研究の計画・実施を進めてきたが，テーマ設定に手間取ってしまった。活動時間としては，

ＳＳＨクラスの多くの生徒が，運動部や科学系以外の文化部に所属しており，毎週木曜日

６・７校時に設定した「SS 基礎」の時間が主な活動の場となり，課題研究にかける時間が

この授業内にほぼ限られてしまったこと，また、研究成果を発表する場が少なかったこと

などが，アンケート結果の「効果的なプレゼンテーション」があまりできなかった要因で

あると考えられる。 
しかし，アンケート結果から，「課題研究」に対して興味・関心を持って取り組み、班

の中で互いに協力して研究成果をまとめることができたと肯定的にとらえている生徒が７

割以上いることは，来年度へ繋がる成果であると考える。 
科学系コンテストへの参加は，一部の生徒の「科学の甲子園山梨大会」のみであったが，

来年度は，個々の得意分野を生かせる各種コンテストへ参加することで上位を目指してい

きたい。また，今回「科学の甲子園」に参加した生徒は１年生ということもあり，既習範

囲の少なさも得点率の低さにつながってしまった感があるが，今回の経験を今後の学習に

生かし，様々な分野へ興味を広げさせたい。 
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ＬＥＧＯ® ロボットプログラミング 

山梨県立日川高等学校 情報技術研究部（情報・数学班） 

１年 斉藤 高貴 藤巻 健斗 前嶋 大智 向山 竜平 

 ２年 丸山 莉央奈 三森 理沙 矢崎 恵子 

１．はじめに  

 今年度ＳＳＨ初年度として情報・数学班はロ

ボット作成に取り組んだ。なぜロボットかという

と、ロボットは日本の世界に誇る技術であり、そ

れに挑戦してみたいと思ったからだ。ではロボッ

トで何をするのか。ＳＳＨらしい技術を使い、さ

らに見て面白いものは何かを考え、たどり着いた

のがサッカーロボットだった。 

 

２．内容 

 サッカーをするロボットということで、ロボッ

トには各段階を踏んで作成することができるよ

うＬＥＧＯ®のマインドストームを使用。最終目

標はサッカーをすることであり、タッチラインか

ら出ないこと、相手やボールを認識することなど

少しずつサッカーに近づけていく。 
 

３、ロボット及びプログラムの作成  

前述にもある通り、サッカーを目的としたロボ

ットの作成から始めた。ロボットは LEGO®の制

作キットを使用した。  

 

 

 

 

 

 

 

また、初めからサッカーをさせる事は難しいと考

え、まずは様々なプログラムを考えた。作ったプ

ログラムの例に「障害物を無限に回避するプログ

ラム」「移動中に音楽を鳴らすプログラム」があ

る。その中でも最もサッカーに必要なプログラム

は「障害物を無限に回避するプログラム」である 

 

と考え、段ボールの壁で囲まれたフィールドを作

り、その中を壁にぶつからずに動き続けられるよ

うなプログラム作成を行った。これは、ディフェ

ンダーを回避するために作成した。  

 

図のプログラムは前方にある障害物を回避し続

けるプログラムである。使用機器には、魚影セン

サーと同じシステムの「超音波センサー」を使用

し、障害物の位置を特定した。  

 

４．結果と考察  

 無限に避け続ける事はできたが、本来の目的で

あるディフェンダーを避けるプログラムには欠

けるものがあった。そのために状況に応じた行動

ができるようにしたい。次はサッカーの基本とな

る「ボールを追うプログラム」を作り、サッカー

の試合に近づけたい。  

 

５．今後の課題  

今年度は、ロボットそのものを動かすプログム

しかできなかった。私たちの最終目標はロボット

同士でサッカーをするということなので、まだま

だプログラムの研究をしなければならない。今後、

様々なプログラムを研究し、組み合わせることで

サッカーのようなゲームができるようにしてい

きたい。  

（参考文献）  

実践ロボットプログラミング 近代科学社  

著者 藤吉弘亘・藤井隆司・鈴木裕利・石井成郎 
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慣性力について 

山梨県立日川高等学校 物理班 B 
飯島 翼  小田切 公聖  土橋 悠歩  五味 まど佳  齋藤 理沙  

     

1.はじめに 

私達が車や、電車に乗っているときに、急発進・

急停車をすると、慣性力で体が動く。しかし、蚊な

どの羽虫が電車内の空中を飛んでいる状態のとき

はどうなのだろうか。その真偽を問うために、私達

は『浮いている』物体に働く慣性力について実験、

研究を行った。 

2.慣性の法則について 

 慣性の法則とは、物体が動いている状態や止まっ

ている状態を保とうとする法則である。 

3.実験装置の作成 

(1)実験の準備 

①測定用の目盛を付けた炭酸飲料のペットボトル

のなかに水を入れたランチャーム(お弁当の中に入

っている醤油差し)を入れた。 

②坂道で台車を転がし、ランチャームを入れたペッ

トボトルに衝突させた。 

③ペットボトルの進む向きと逆の方向を正の方向

としてランチャームの動きをカメラで撮影し、後に

スロー再生をしてランチャームが最も元の位置か

ら動いた時の、元の位置との差を求めた。 

④坂道の高さを、10、15、20cmというように変えな

がら実験を行い、各斜面の高さごとに 5回実験を行

って平均値を求めた。※ペットボトルの進む向きと

逆を正の方向とした。 

(2) 実験１ 

   水を入れたランチャームを 

(Ⅰ)空のペットボトル 

(Ⅱ)水の入ったペットボトル 

に入れて実験を行った。ランチャームのプラスチ

ックは水よりも密度が小さいため、中に水を入れて

も水に浮いた。この二つを比較し、( Ⅰ )の浮力が

働かないときと、( Ⅱ )の浮力が働いているときの

違いを観察した。 

【実験結果】 

   (Ⅰ)10㎝のとき平均 8.6㎝ 

斜面の高さが 10 ㎝の時には実験結果が得られ

たが、15 ㎝、20 ㎝になると、ランチャームの動

きが非常に大きく、数値を取られなかった。しか

し、斜面が高ければ高いほど、ランチャームの動

く距離が大きいことがわかった。  

(Ⅱ)10㎝のとき平均-0.36 

   15㎝のとき平均-0.42 

  20㎝のとき平均-0.44 

斜面の高さが高くなればなるほど、ランチャー

ムが負の方向へ動き、慣性が先程の実験とは逆の

方向にかかっていることがわかった。 

 

(3)実験２ 

 水の入ったペットボトルの中に、 

  (Ⅱ)水の入ったランチャーム 

  (Ⅲ)空のランチャーム 

 を入れてランチャームの質量が変化させ、慣性の

力の働きの違いを観察した。 

【実験結果】 

(Ⅲ) 10㎝のとき平均-2.4 

      15㎝のとき平均-3.2 

20㎝のとき平均-3.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(Ⅱ)と(Ⅲ)では同じ右肩下がりのグラフ(坂の

傾斜が大きくなるほど負の方向へ動いた)をして

いても、数値が大きく違うことがわかった。 

4.考察および今後の課題 

(1)  実験１において、(Ⅰ)では、正の方向に進み、

(Ⅱ)では負の方向に動きました。このことから、

慣性力は、ランチャームの周りのものとランチャ

ームの密度の違いに関係しているのではないか、

という仮説を立てた。 

(2)  実験２において、(Ⅱ)中の物体が重い、つま

り水の密度に近いと働く力が小さくなり、(Ⅲ)中

の物体が軽い、つまり水の密度と大きく違うと慣

性の働く力は大きいことがわかった。このことか

ら、実験１にて考察した仮定が成り立つ可能性が

あることがわかった。しかし、質量の大小による

可能性もあるため、断言できない。これからも検

証していく必要がある。 
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↑ (Ⅱ)のグラ

↓ (Ⅲ)のグラフ

（ II ）ペットボトル水入り、ランチャーム水入り 

（ III ）ペットボトル水入り、ランチャーム水無し 

↑(Ⅱ)のグラフ 
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波の基本性質＜回折＞ 
日川高等学校 物理班A 

石原 大地   杉田 圭輔   樋口 滉 

   雨宮 あや乃   大村 恭世 

 

1．目的 

 身の回りの波の回折現象の観察 

 水面波、音波、光波における回折の観察回折度合の変

化の観察するために、研究を行った。 

2．観察・実験方法 

(ⅰ)水面波について 

スリット間隔と波長（水深）を変え、回折度合を観察

した。スリットが斜めのときの回折の仕方も観察した。 

(ⅱ)音波について 

スリット間隔と波長を変え、回折度合をオシロスコー

プを使用し、測定した。波長と同じ間隔にスリットを合

わせ、回折度合を測定した。 

(ⅲ)光波について 

緑色ﾚｰｻﾞｰ（532nm）と、赤色ﾚｰｻﾞｰ（633nm) 

の回折度合の違いを観察した。 

スリット間隔を変えて、違いを観察した。 

3．実験  

(ⅰ)水面波の回折の実験 

 

グラフより、水深とスリット間隔の大きさが近くなるほ

ど、よく回折している。 

(ⅱ)音波の回折の実験 

 
グラフより、振動数が小さいときほどよく回折している。 

 

グラフより、振動数とスリット間隔の大きさが近くな

るほど、よく回折している。 

(ⅲ)光波の回折の実験 

光波の回折（レーザー光）結果 

 

・緑のレーザーと赤のレーザーを比較し、波長の長い赤

のレーザーの方が広く回折することがわかった。 

・水面波では、スリット幅が狭い方が広く回折していた

が、その分波が見えにくいという特徴があった。この

光波の実験でも、赤いレーザーのスリットの間隔を変

えたときに同じようなことが起こった。 

4．考察 

(ⅰ)水面波の実験より 

・波長とスリット間隔が近いとき、よく回折しているよ

うであった。 

・スリット間隔が大きくなるにつれ、円形から直線的に

なってきた。 

(ⅱ)音波の実験より 

・波長が長い方が広く回折した。 

・回折現象には規則性があると考えられる。 

(ⅲ)光波の実験より 

・ﾚｰｻﾞｰの色(波長)の違いにより、回折度合が変わる。 

・スクリーンに映し出すのが難しく、実験が困難だった。 

(ⅳ)これらの実験より 

・波長が長いほど、よく回折した。 

・スリット間隔が狭いとき、広く回折するが、目立た

ない。 

・スリット間隔が広いとき、回折しにくいが、分かり

やすい。 

・波長とスリット間隔が近いとき、よく回折した。 

5．課題 

 ・今回の実験では誤差も多かったので次回からは実験

を重ねより正確な結果を出したい。 

 ・これらのことを応用し、次は構造色について学んで

いこうと思う。 
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日川高校周辺の水質調査 No.13 
～井戸水（地下水）の硝酸化窒素と水位について～ 

 
山梨県立日川高等学校 ＳＳＨ 化学Ａ班 

                                   藤岡 宏太  大貫 雄義 

                                   竹下 裕士  深澤 薫平 

 

１．はじめに 

「普段使用している水道水は本当に安全か」という

疑問を持ち、研究を始め、現在１３年間継続してい

る。また、重川の硝酸性窒素濃度も高いことを知り、

水道水と関係性を考え、調査を継続している。 

今年度は、井戸水（地下水）と河川水の硝酸性窒素、

降水量と井戸の水位の関連を調べることにした。 

 

２．調査研究 

井戸水と河川水の調査をした。調査方法は光雲寺 

仏念寺の井戸水を毎月二回採水した。仏念寺には、

新旧２つの井戸があり、計３つの試料の硝酸性窒素

を測定した。さらに、仏念寺の旧井戸については水

位を計測した。また、河川は重川・笛吹川の河川水

を毎月１回 100ml 採水した。 

 

３．調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

ⅰ）３つの井戸水の硝酸性窒素濃度の関連について 

グラフからは仏念寺旧井戸水の濃度がとても

低い。つまり土によってろ過された。したがって

一番深い地下水であり、9 月はすべての井戸水の

濃度が高く、標高の高さがあるが濃度変化に関連

すると考察される。 

ⅱ）井戸水と河川水の濃度について 

河川水と井戸水の濃度の増加・減少との関係は

異なる。したがって関連していないと考察できる。 

ⅲ）降水量と井戸の水位について 

   採水日周辺の降水量と水位の変化は異なる。し

たがって井戸水は、地下水だから関連してないと

考察できる。 

ⅳ）２つの河川水の硝酸性窒素濃度変化について 

  ２つの河川は２月に急激に濃度が増加している。

河川の上流から日川高校周辺までの間に畑などで

かん水した水が川に流れているのではないかと考

察できる 

 

５．まとめ 

 考察より降水量と水位・河川水と地下水との関連

性はなかったが、地下水に共通して 9 月の濃度が高

くなっていた。また、河川水の 2 月の急激な濃度の

上昇は、かん水によるものではないかということが

出てきた。 

 

６．今後の課題 

・地下水の 9 月の濃度の変化の原因を調査 

・河川水の 2 月の急激な濃度の上昇の原因を調査 

・採水場所周辺の畑のかん水との関係 

について研究していきたいと思う。 
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飲料名＼温度 -2.0 -3.0 -3.5
スポーツ飲料 × × ○
紅茶 × × ○
炭酸飲料 × △ ○

身の回りの熱化学～過冷却について～ 

      山梨県立日川高等学校 生物化学部（化学班 B）                      
                1 年 伊波 大寿 武川 佳奈 坂本 裕太  

村上 涼乃 村松 隼人 

 
１. 過冷却について 

 液体をゆっくりと冷やすと、凝固点を下回っても凝固しな

い状態が続く。このような状態を過冷却という。過冷却状態

の液体へ衝撃を加えると核が形成されその核を中心に凝固が

始まる。 

２. 実験 

実験Ⅰ 過冷状態の水をつくるには水の温度を凝固点より低

くする必要がある。まず冷却装置の作製を行った。 

氷が融解するときの融解熱と塩が水に溶けるときの溶解熱を

利用し、温度を下げる 2 種類の方法で実験した。 

① 氷を細かく砕き塩を入れる (図-1)、 

② 氷と塩を順番に入れて層状にする (図-2)  

←温度計 

  (図-1) 実験方法①   (図-2) 実験方法② 

結果Ⅰ ①では最低温度が-16.9 ℃、②では-10.8 ℃、となっ

た。 

よって以降の実験は方法①を採用した 

 

 

 

 

実験①の温度変化       実験②の温度変化 

実験Ⅱ 過冷却状態から凝固する温度を探るため、水を入れ

た試験管を 5 本用意し、各温度で衝撃を与え、水の様子を観

察した。 

結果Ⅱ  0 ℃ では変化はみられなかった。 

-2.0 ℃ では、投入した氷を核に、だんだんと全体

凝固した。 

-4.0 ℃ では、 -2.0 ℃より速く凝固した。 

-6.2 ℃ では、一瞬で凝固した 

          

 

 

 

試験管内の温度変化        

 

 

                  凝固の様子 

実験Ⅲ 条件の違う液体でも過冷却が起こるのか調べるため

に 3 種類のジュースが入った試験管を 3 本ずつ用意して過冷

却が起こるか各温度ごと比較した。 

結果Ⅲ 凝固の有無と試験管内の温度変化を下に示す。 

    

 

 

過冷却の有無       試験管内の温度変化 

水以外でもでも過冷却は起こるが水よりも温度を下げる必要

があることもわかった。 

３. まとめ 

今回の実験では、どのような状態で過冷却になり、試験管

内の水が凝固するのかを実験した。 

試験管で水の過冷却状態を作り-2.0 ℃以下で衝撃を加え

ると水全体が凝固することがわかった。また条件の違う水溶

液でも、同様に過冷却状態からの凝固が確認できたので、過

冷却を使えばシャーベットアイスが作れることもわかった。 

液体の種類を変えた場合、過冷却の条件は変化してくる。

今後の実験ではどのような要因で、過冷却が起こりやすいか、

また起こりにくいかなども調べていきたい。 

そして水と塩を使い冷やすといった方法は理論上 -20 ℃

まで温度を下げることができる。しかし、今回の研究では 

-16.9 ℃が限界であったため-20 ℃ にまで温度を下げられ

る冷却装置も作製していきたいと思う。

温度℃ 温度℃ 

時間 sec 

温度℃ 

時間 sec 

温度℃ 温度℃ 

時間 sec 

温度℃ 
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落葉に含まれる植物成長阻害物質について 

山梨県立日川高等学校 SSH 生物班 

１年 岩間愛智 大澤直生 小倉一樹 武井優佑 

前田幸亮 雨宮彩音 楯野仁香 若杉花梨 

１．はじめに 
 「樹木の落葉が、周りの植物にどのような
影響を与えているか。」という疑問からこの
研究はスタートした。植物は生育の場所を能
動的に変えることができないので、他の生物
に対して防御物質を生産するなどして自己の
生命を守っている。植物が生産する化学物質
が他の生物に及ぼすこのような作用はアレロ
パシー（他感作用）といわれているが、落葉
の中にもこのような作用をする物質が存在す
るかもしれないと思いこの研究をおこなった。 
２．仮説の設定 
「校内に生育する樹木（ケヤキ、ナツツバキ、
ハナミヅキ、イチョウ）の落葉の中には、他
種植物の種子の発芽や成長を抑制する物質が
存在する。」という仮説を立てた。 
３．材料 

2012 年 11 月に校内に生育する樹木ケヤキ、
ナツツバキ、ハナミヅキ、イチョウの４種の
落葉を採取した。それぞれ落葉直後に採取し、
自然乾燥させた。 
 検定植物としては、他感作用に対する感受 
性が高く、広く実験に利用されているレタス 
Lactuca sativa ver.（Great Lakes 366、タ
キイ種苗)の種子を選択した。 
４．実験方法 
（１）サンプルの落葉を所定の分量（50mg,10
0mg）秤量し、約 8mm 四方になるようにハサミ
で切断する。 
（２）サンプルの落葉をシャーレに入れ、そ
の上に 90 ㎜のろ紙を敷き、10ml の蒸留水を
入れる。 
（３）シャーレ１枚につき１０粒のレタス種
子「Lactuca sativa ver.（Great Lakes  
366、タキイ種苗)」を順序よく並べてふたを
する。 
（４）シャーレを２３℃に設定した恒温器に
入れる。恒温器内は暗黒にしておく。 
（５）２３℃暗黒中に３日間置いた後、発芽
した種子の数と根と茎（胚軸）の長さを測定
して記録する。 
５．実験結果と考察 

発芽率をグラフにまとめたものが図１であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ レタス種子の発芽率 
 

水のみのコントロール（落葉を入れていな
いもの）の発芽率は９５％で、ケヤキ、ナツ
ツバキ、ハナミズキの落葉を 100mg 入れると 

 
発芽率は、それぞれ４０％、２０％、２０％
であった。このようにケヤキ、ナツツバキ、
ハナミズキの３種類の落葉には、発芽率をい
ちじるしく低下させる物質が含まれていると
考えられる。イチョウの落葉 100mg の発芽率
は９０％で、発芽率の低下はみられなかった。 
 ２３℃暗黒中に３日間置いた後の根と茎の
長さを測定し、平均値をまとめたグラフが 
図２である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 発芽種子の成長 

 図２ 発芽種子の成長 
また、水のみのコントロールを基準 1.00 と

して表したグラフが図３である。ケヤキでは
茎の成長促進が少し見られる。ナツツバキ、
ハナミズキでは、全般的に成長が抑制されて
いる。特に根については、ナツツバキ 50mg  
0.32、100mg 0.61、ハナミズキ 50mg 0.57、
100mg 0.55 と成長が抑制されている。 
イチョウ 50mg、100mg は、発芽率 100%、90%
と発芽は抑制していないが、根と茎の成長に
ついては抑制していた。特にイチョウ 100mg
は根での成長阻害がいちじるしく、コントロ
ールの 0.17 となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
  図３ 水を 1.00 とした時の発芽種子の成長 

 
６．まとめ 

今回の課題研究によって、植物の葉には発
芽や成長を抑制する成分が存在していること
がわかった。また、植物の種類によって阻害
作用の大小があることもわかった。 

今回はレタスの種子で実験を行ったが、他
の種子でも同じ反応が見られるとは限らない
ので、他の種子でも実験を行いたい。また、
その抑制成分についても、より詳しくしらべ
てみたい。 
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甲府盆地東部の光害調査
 

山梨県立日川高等学校 物理地学部（地学班） 

１年 古賀 泰行  櫻井 泰斗  岡 隼矢 

小笠原 健人  里吉 竜星  中澤 稜 
        

１．研究動機 

  私たちは星空が好きで、小さい頃からそれぞれ天体

観測を行ってきた。しかし、家族や先生方が「昔はも

っと星が見えたはず」と言うので、なぜ現在の空は星

の見える数が少ないのか疑問に思った。星の見え方の

原因の一つに、夜空の明るさが関係しているのではな

いかと思い、夜空の明るさと星の見え方の関係につい

て調査を始めた。 

 

２．調査方法 

  調査には、ユニヘドロン社製スカイクォリティメー

ター（以下 SQM）を利用した。満月の夜空は「17」、

闇夜は「21」のように、夜空の明るさが測定される。 

調査地は、山梨市大工、笛吹市一宮町、大月市猿橋

町の三地点である。日の入り後、一時間半を目安にＳ

ＱＭを使って夜空を調査した。なお、調査期間は、8

月 12 日から現在までである。 

 

３．調査結果 

  測定したデータは、天気によって SQMのデータに傾

向が見られたことから、天気ごとに分け、それぞれの

天気における SQMデータを検証した。 

（１）三地点の比較 

山梨市大工、

笛吹市一宮町、

大月市猿橋町

の各観測地点

の 9月の SQMデ

ータをグラフ

にした（右図）。

この結果から、

大月市の観測地点が SQMの値が一番大きく、次いで笛

吹市の観測地点、山梨市の観測地点の順に SQMの値が

小さくなった。山梨市大工の SQMデータは 2日のみ、

非常に大きい値になっていた。 

（２）時刻と明るさの関係について 

右のグラフより時刻が

遅くなるにつれ、SQM デ

ータの値が大きくなっ

た。ただし、観測地によ

る変化の差の大きさに違

いが生じた。 

（３）天気の違いによる明るさの変化 

右のグラフより、晴

れの日の方が SQM デー

タの値が大きく、曇り

日の方が SQM データの

値が小さくなった。 

 

４．考察 

（１）三地点の比較 

SQMデータは大月市猿橋町で最大となったが、この

観測地点の周辺には、明るい外灯や商店街などがない

ため、空が暗かったと考えられる。一方、SQMデータ

が大月市の観測地点に比べ小さかった笛吹市一宮町

は、この観測地点の周辺には温泉施設や外灯があり、

甲府盆地を見渡すこともできる。そのため、大月市に

比べ、空が明るいと考えられる。SQMデータが最小で

あった山梨市大工の観測地点は、山梨市街を見渡せる

ものの、甲府市街は見渡すことができない。しかし、

近くにある公共施設のグラウンドの外灯や宿泊施設

のため、三地点の中で一番空が明るかった。 

（２）時刻と明るさの関係について 

観測は、日没後 1 時間 30 分を目安に行っているの

で、日没後の太陽の明るさに影響を受けていない。 

グラフの結果より、時刻が遅い方が SQMデータが大

きくなるのは、民家や商店街の明かりが減るため、空

が暗くなると考えられる。もともと温泉施設などがた

くさんあり、甲府市街地の明るさの影響も受ける笛吹

市の観測地点は、時刻が遅くなると明かりが一気に減

少するため値が大きく変化したのではないかと考え

られる。一方、大月市の観測地点の周辺はもともと商

店街などが少ないため値の減少が小さかった。 

（３）天気の違いによる明るさの変化 

曇りと晴れのグラフを比べた結果、晴れの時は曇り

の時のように雲がなく、明かりが反射しないので平均

的に曇りの時より空が暗かった。しかし、月明かりが

あり曇りの時のように空が明るいときもあった。ま

た、曇りの時は雲の厚さによって空の明るさが違うこ

とも分かった。 

 

５．まとめ 

 市街地の明るさに、夜空の明るさも大きく影響を受

けている。特に、甲府市など大きな市街地になれば、

その町明かりは、夜空に大きな影響を与えている。ま

た、局地的な外灯や施設などがある場合には、直接明

るさの影響を受ける。 

 また、天候も夜空の明るさに影響を与える。雲があ

ると、町明かりを反射し、空全体も明るく見える。 
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２－Ｄ サイエンスツアー

１．仮説

サイエンスツアーにより生徒の科学者，研究者への意識が一層向上する。また，研究に

主体的，協働的に取り組む姿勢や創造性が育まれ，課題研究Ⅰ・Ⅱの取り組みに良い影響

が表れる。

２．内容と方法

(1) 内容

トップクラスの研究者や技術者との交流，先端技術との出会いを可能にし，その結果，

科学技術に対する興味･関心が高まり，知的好奇心や探究心が育つ。また研究者と接す

ることで研究に取り組む姿勢や課題発見の視点なども学び取ることができる。

長期の夏季・春季休業を利用。筑波研究学園都市・理化学研究所・日本科学未来館・

国立天文台・神岡素粒子研究施設（カミオカンデ）・種子島宇宙センター等，いずれか

を生徒の興味関心を考慮し設定する。

(2) 方法

① 対 象 ＳＳＨコース １年次生 その他の希望者

② 実施内容

実 施 内 容

７月 筑波研究学園都市

7月26日（木）

筑波大学および筑波大学ギャラリー

高エネルギー加速器研究機構 KEKコミュニケーシヨンプラザ

公益財団法人 つくば科学万博記念財団 つくばエキスポセンター

7月27日（金）

(独)物質・材料研究機構

筑波宇宙センター(宇宙航空研究開発機構JAXA)

高エネルギー加速器研究機構（KEK） (独)物質・材料研究機構（NIMS） 筑波宇宙センター（JAXA）
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３．成果と課題

(1) 成果

アンケート結果の参加の状況と興味関心については「とてもそう思う」，「そう思う」

の肯定意見の割合は次のようである。

筑波大学ギャラリー・筑波大学について

積極的に参加した ７９．１％ 興味・関心を持った ８１．４％

高エネルギー加速器研究機構について

積極的に参加した ８６．１％ 興味・関心を持った ９４．７％

つくばエキスポセンターについて

積極的に参加した １００％ 興味・関心を持った １００％

物質・材料研究機構について

積極的に参加した ９０．５％ 興味・関心を持った ９３．０％

筑波宇宙センターについて

積極的に参加した ９７．７％ 興味・関心を持った １００％

どの見学場所についても積極的に参加して，興味関心を持った生徒が大多数であった。

サイエンスツアーに参加して，科学技術に対しての興味関心が高まったことがうかがえる。

「高度な内容であった」という質問に対して「とてもそう思う」，「そう思う」の肯定

意見の割合下記の通りの結果であった。

高エネルギー加速器研究機構について ９５．３％

物質・材料研究機構について ９５．３％

筑波宇宙センターについて ８３．８％

「もっと知りたい」という質問に対して「とてもそう思う」，「そう思う」の肯定意見

の割合下記の通りの結果であった。

高エネルギー加速器研究機構について ８８．４％

物質・材料研究機構について ９７．３％

筑波宇宙センターについて ９７．７％

高度な内容に接して，興味関心を持った後にさらに「もっと知りたい」と思う生徒が９

０％程いた。知的好奇心や探究心が育ち，研究に取り組む姿勢や課題発見の姿勢を目にし

て今後の学習に対しての意欲が向上したことがうかがえる。

(2) 課題

事前学習をして見学することに対しての準備をしてサイエンスツアーに望んだが，アン

ケートでは，

調べる時間が足りなかった。(５２．４％)

しっかり学習しておけばよかったと後悔している(１１．９％)

自分にとっては，事前学習はあまり意味がなかった(７．１％)

事前学習に対しての準備不足を感じた生徒が多数いた。事前準備の改善が課題である。
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２－Ｅ サイエンスラボ

１．仮説

大学での研究活動の体験を通して，大学・研究者との距離が縮まり，研究者への意識が

一層向上する。研究題材，研究方法の実際，研究結果の検討等を通して研究遂行の資質や

創造性を高めることができ，課題研究等の取り組みに良い影響が表れる。

２．内容と方法

(1) 内容

休日あるいは長期休業を利用して大学に赴き，大学側の指導のもと設定されたテーマ

に沿って研究を進める。必要に応じて訪問前に課題を提示し，事前学習を実施する。研

究を進める上で必要となる知識を実験前に講義していただく。また，得られた研究結果

等は後日報告書をまとめることによって更なる定着を図る。事前事後の学習を含め，単

位認定を目指した集中講座とする。訪問予定大学として，東北大学，山梨大学，京都大

学，琉球大学等を予定している。

(2) 方法

① 対 象 ＳＳＨコース １年次生

② 実施内容

実 施 内 容

８月 山梨大学工学部・生命環境学部

２１日 ・物理学講座 …（１１名）

（火） ① 固体でも液体でも気体でもない状態の観察とその応用 …（４名）

② 分光器模型の作製と様々な光源の観察 …（４名）

③ レーザー光の発生と波の回折と干渉 …（３名）

・化学講座 …（１７名）

④ 色が変わる結晶を作ろう …（５名）

⑤ 光機能分子入門 …（４名）

⑥ 天然色素で太陽電池を作ろう …（４名）

⑦ 水に溶けているミネラル成分を計ってみよう …（４名）

・生物学講座 …（１２名）

⑧ コンビニのネギトロ巻きに使われているマグロは？

～マグロのＤＮＡ鑑定～ …（１２名）
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３．成果と課題

(1) 成果

アンケート結果を以下に示す。

すべての講座において肯定的な回答がほとんどで，大学との連携において生徒は興味

・関心を高めると共に科学技術に対するモチベーションも高まったといえる。大学側の

協力もあり，少人数で親身になった指導をしていただき，また講座によっては，大学院

生の協力もあったため，このようなアンケート結果になったと思われる。

生徒の自由回答欄には，「Ｈ先生が何か実験したいことや分からないことがあったら，

いつ来てくれてもよいと言っていたので，また行きたい」「研究室の人たちの仲が良く，

楽しそうだった」「大学生がとても優しい人ばかりで良かった。」などの回答があり，

仮説にもある“大学・研究者との距離が縮まる”ということが生徒から感じられ，自分

でも研究者になれるのではないかという気持ちを芽生えさせることができた。

(2) 課題

アンケート結果（第１問）にあるように，事前学習が十分でない生徒がいた。夏休み

中であったため，計画的にやればできたはずである。自由回答においても「もう少し事

前学習をすればもっと理解が深まったと思う」という意見を書いた生徒もいた。

また，「１日では少ないので，数日かけて内容を深めたい」という生徒もいたので，

大学側の都合もあると思うが，複数日通って研究させてもらうことも今後の課題である。

結晶 ミネラル 固体・液体・気体
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 第１問．事前課題に、ちゃんと取り組みましたか。 
   ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
 
第２問．研修に積極的に参加した 
   ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
 
第３問．興味・関心をもった 
   ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
 
第４問．高度な内容であった 
   ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
 
第５問．内容は理解できた 
   ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
 

第６問．もっと知りたい 
  ①とてもそう思う       ②そう思う 

③あまりそう思わない     ④全くそう思わない 
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３．峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する研究 

 

３－Ａ サイエンスジャンプ 

 

 

１．仮説 

「サイエンスジャンプ」では，小中学生を対象とした自然科学教室や出前授業を実施する。ま

た，ＳＳＨおよび生物化学部による研究成果を本校ホームページ等に公表する。これらの事業に

より，ＳＳＨの様々な取り組みが広く地域に理解され，小中学生やＰＴＡ，地域住民の科学に対

する興味・関心を高め，理科好きの児童生徒，さらに，将来の科学者を増やすことができる。 

また，「サイエンスジャンプ」では，本校生徒が講師として参加する。小中学生は良い影響を

受け，本校生徒には真の知識が定着し，同時に，伝える力，プレゼンテーション能力を磨くこと

ができる。 

 これらの事業をとおして，理科好きの裾野を広げるとともに，ＳＳＨの取り組みが理解され，

峡東地域における「知」の拠点校としての役割を果たすことができる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

  本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の中学校と連携し，「体験授業」や「出前授業」を行い，

中学生に実験を通して科学の楽しさや面白さを体感させる。本校職員，生徒が指導者となり，

中学生に実験を経験させ，科学への興味関心を高めることを目的とする。実験・工作・観察を

体験するにより「科学への興味関心」の高揚を図り，ＳＳＨとして「科学の面白さ」を発信す

る。また，ＳＳＨでの取り組みを紹介し，実習・実験を中心とした授業を行うことにより，科

学や理数教科への興味関心を喚起する。また，異校種，異年齢間のふれあいを通して，地域の

活性化，教育力の向上を図る。高校生が中学生に対し，実験や研究内容等を伝えることにより，

学力を定着させ，プレゼンテーション能力を磨くことができる。 

 

(2) 方法 

① 対象 

   オープンスクールに参加した近隣中学校生徒 および 保護者 

② 実施内容 

   ＳＳＨに興味関心のある中学生および，その保護者にオープンスクールで体験授業を行っ

た。ＳＳ数学では「百五減算」，ＳＳ化学では「電気＋紫キャベツ→虹？」と題し，科学

に接した。 

   また，「ＳＳＨプレゼンテーション」では，これまでのＳＳＨクラスでの取り組みを生徒

自身がパワーポイントにまとめ発表することで，地域の中学生と保護者に紹介した。 

 

３．成果と課題 

(1) 成果 

  アンケート結果からは，ほぼすべての生徒，保護者から「大変よかった」・「よかった」とい

う評価であった。 

ＳＳ数学では高校での学習分野の発展的内容を，中学生でも考えられるようにかみ砕き体験

させることで，高校数学への興味関心を持たせることができた。保護者からの感想にもあるよ

うに，数学が好きになるような展開ができた。 
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  ＳＳ化学の実験では見た目の変化がわかりやすく，中学  

生に適したものであったようで，楽しかったという意見が 

多かった。高校では「なぜこのようなことが起こるのか原理

を学習する」ということを説明し，高校化学への興味関心を

喚起させることができた。また，生徒と実験の準備を進める

ことで，高校生自身も目の前の変化に目を見張り，研究のお

もしろさを実感した。さらに，実験中の机間巡視を行わせる

ことで，未学習の範囲でありながらも，自ら考え，中学生と

コミュニケーションをとる姿も見られた。 
  ＳＳＨプレゼンテーションでは生徒自身がパワーポイン

トを使うことで，研究発表などの準備を経験することができ

た。また何も知らない中学生相手に自分たちの活動をアピー

ルするための説明方法を学ばせることができた。クイズ形式

で自分たちの活動を中学生に答えさせることで，コミュニケ

ーション能力を養うきっかけにもなった。 
 
(2) 課題 

  ＳＳ数学，ＳＳ化学の体験授業については，教員数に対して参加希望者が多数であったため，

希望者全員に参加してもらうことができなかった。授業内容を簡略化したり，生徒に授業を進

めさせたりするなどの改善が必要である。また，今年度のＳＳＨクラスは１年生のみであり，

全体像をとらえて中学生に体験談を話せる生徒がいなかった。来年度には１年間を通した紹介

やＳＳＨとしての楽しみを発表できる機会を設けていく。 
 
オープンキャンパス中学生感想 

ＳＳＨに興味がわいた。どんなことをこれからしていくかもっと知りたい。 
参加してみて，日川高校へ入学したい気持ちになった。 
体験授業を楽しくうけられた。高校にはいってからも楽しみだ。 
ＳＳ化学を受けたかった。 

 
オープンキャンパス保護者感想 

数学に自信のない娘が，先生のわかりやすい説明を聞き，答えることができていてよかった。 
数学が好きになると思った。 
生徒の活発な様子がみられてよかった。 
ＳＳＨのプレゼンテーションは全体会で行ってもよかったのではないか。 
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３－Ｂ サイエンスアカデミー 

 

 

１．仮説 

「サイエンスアカデミー」では，ＰＴＡ，地域住民を対象とした科学講演会を実施する。さら

にＳＳＨおよび生物化学部による研究成果を本校ホームページ等に公表する。これらの事業によ

り，ＳＳＨの様々な取り組みが広く地域に理解され，小中学生やＰＴＡ，地域住民の科学に対す

る興味・関心を高め，理科好きの児童生徒，さらに将来の科学者を増やすことができる。これら

の事業をとおして理科好きの裾野を広げるとともに，ＳＳＨの取り組みが理解され，峡東地域に

おける「知」の拠点校としての役割を果たすことができる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

    本校生徒，ＰＴＡ，地域住民および近隣高校生を対象とした講演会を開催することにより，

ＳＳＨの様々な取り組みがＰＴＡや地域住民に理解され，興味関心を高めることができる。

本校ＯＢ人材バンクから第一線で活躍する研究者・技術者や著名な科学者を講師として招聘

し講演会を行う。さらにＳＳＨの様々な取り組み特に課題研究の成果を発表やポスターセッ

ションにて発信する。前・後期に各１回の講演会の実施を予定している。 

 

(2) 方法 

①対象 

１～３年次生，ＰＴＡ，地域一般住民 

②実施内容 

最先端の研究を行っている科学者による講演会を行い、生徒の科学に関する興味関心を深

めた。また，座談会も行い，研究者と直接ふれ合い，疑問に感じたことや，科学者として

の生き方を質問する機会をつくった。 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果と課題 

(3) 成果 

第１回の講演会は，近隣中学生や高校生，ＰＴＡなど約１５０                

名の方々に来校していただき，全校生徒，職員を含め，約１，０

００人もの聴衆となった。気さくな口調で語られる，圧倒的な知

識と教養に裏打ちされた興味深い話に，会場全体が引き込まれた。

自分の可能性を探求するために今やるべきことは何かと考えさせ

られる，示唆に富んだ講演会であった。 

  第２回の講演会も，近隣中学や保護者も多く参加した。研究者と

しての楽しみや挫折を体験談を含めて話していただき，研究とい

うものを身近に感じる機会となった。また，微生物学者の見地か

ら地球外生命が存在するという考えを高校生でも納得できるレベ

ルで話を展開していただけた。これからの生命の研究にわくわく

しながら触れられる機会となった。 

第１回サイエンスアカデミー 

日時：平成２４年１０月１５日（土） 

講座：科学の恵み 

－科学することで開かれる脳の喜び－ 

講師：脳科学者 茂木 健一郎 博士 

第２回サイエンスアカデミー 

日時：平成２５年１月２６日（土） 

講座：地球外生命が存在すると考えるわけ 

講師：微生物学者 長沼 毅 准教授 

 （広島大学大学院 生物圏科学研究科） 
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またアンケート結果からも，９割以上が満足した内容であったことがわかる。講師も非常に

わかりやすい説明で，高校生に十分理解できるレベルで話を進めていただけた。 

 

(2) 課題 

  このような講演会により，生徒の興味関心を深めていくことを続けていく。地域の中学生，

一般の方にも引き続き参加できる体制を整え，知の拠点校としての役割を担っていきたい。

しかし，研究者はマスコミに多く出演されるような話題性のある講師だけではない。前段階

としてどのような研究をしているのか知識を与えておき，生徒がより興味をもって講話を聞

くことができるようにしていく。 

 

生徒感想 

●自分はできることをどれだけ精一杯やっていないのか。これから何を意識していかなければ

ならないのか。色々なことに気づかされ自分の可能性がまだまだあることを考えさせられた。 

●今まで抱いていた科学のイメージが 180度変わった。また，勉強や集中の仕方などに関する

話も分かりやすく，自分にプレッシャーをかける（挑戦）することが重要だと分かった。ま

た話を聞く機会があれば，ぜひ参加したい。 

●人に話を聞いてもらうのは大変なことだが，先生の話は面白く，しかも私たちの心まで届い

てきた。それもまた，偏差値でははかれない「能力」だと思った。私も自分にある能力を伸

ばしていきたい。 

●「地球外生命が存在する」という意味が最初はわからなかったが，講演が終わった時には納

得することができた。また，物事に対して常に問題意識を持つこと，執着心を強くもつこと

が大切だということに気づくことができた。 
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第４章 実施の効果とその評価

１．学校評価アンケートの結果
本校で，７月と12月の年間２回実施している学校評価アンケート（保護者は12月の１回

のみ）の結果を示す。生徒アンケートその１，その２共に，「大いにそう思う」,「だいた
いそう思う」が28.2％，37.4％と低調であるが，12月では，41.5％，47.8％と増加してい
る。これはＳＳＨ指定間もない７月は，ＳＳＨ事業が全校生徒に周知されていないのに対
し，12月は，茂木健一郎氏の講演会等の影響もあり数値が伸びたと考えられる。教職員・
保護者アンケートでは，その１，その２共に肯定的な回答が70～80％あり，ＳＳＨに対す
る期待の大きさがうかがえる。第２年次以降，さらに肯定的な回答が増加するよう，ＳＳ
Ｈ事業の広報活動および成果の普及を強化していかなければならないと考える。

２．ＳＳＨ意識調査の結果
(1) 生徒への効果

右表にアンケート
結果を示す。ＳＳＨ
参 加 に あ た っ て ，
(1)，(2)という項目
については意識も効
果も高いことがわか
る。しかしながら，
「(6)国際性の向上」
に関しては，意識も
効果も低い結果とな
った。今年度英国姉
妹提携校ＫＬＢ校の
来校が中止となり，
予定されていたＫＬ
Ｂとの交流・連携が
実施不可能となり，「ＳＳ英語」の取組が，フェロー講演会（サイエンスダイアログ）
のみとなってしまったことが挙げられる。来年度の第２年次は，「国際性の向上」を
強化していきたいと考える。

30.9 

38.9 

58.2 

40.7 

7.3 

14.8 

3.6 

3.7 

0.0 

1.9 

１２月

７月

教職員アンケート その１

SSHの活動は広く認識され,地域や保護者に関心が持たれている

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ あまりそう思わない

④ 全くそう思わない ⑤ 無答

32.7 

35.2 

49.1 

38.9 

12.7 

22.2 

5.5 

3.7 

0.0 

0.0 

１２月

７月

教職員アンケート その２

SSHの取り組みが,学校の活性化に生かされている

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ あまりそう思わない

④ 全くそう思わない ⑤ 無答

14.9 

15.1 

26.6 

23.1 

33.1 

34.2 

24.4 

25.5 

1.0 

2.1 

１２月

７月

生徒アンケート その１

SSHの活動について,興味・関心がある

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ あまりそう思わない

④ 全くそう思わない ⑤ 無答

14.6 

10.0 

33.1 

27.4 

36.1 

39.3 

15.9 

20.3 

0.4 

3.1 

１２月

７月

生徒アンケート その２

SSHの取り組みが,学校の活性化に生かされている

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ あまりそう思わない

④ 全くそう思わない ⑤ 無答

42.1 36.2 13.9 5.3 2.1 １２月

保護者アンケート その１

SSHの研究指定は,日川高校の魅力の一つになると思いますか

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ 分からない

④ あまりそう思わない ⑤ 全くそう思わない ⑥無答

26.6 45.7 9.3 15.9 2.2 １２月

保護者アンケート その２

SSHの活動について,興味・関心がありますか

① 大いにそう思う ② だいたいそう思う ③ 分からない

④ あまりそう思わない ⑤ 全くそう思わない ⑥無答

問1　以下A、B の設問にお答えください。

A. あなたはＳＳＨ参加にあたって以下のような利点を意識していましたか。

37 94.9% 2 5.1%

28 71.8% 11 28.2%

28 71.8% 11 28.2%

19 48.7% 20 51.3%

14 35.9% 24 61.5%

14 35.9% 25 64.1%

B.ＳＳＨ参加によって以下のような効果はありましたか。

38 97.4% 1 2.6%

29 74.4% 10 25.6%

20 51.3% 19 48.7%

22 56.4% 17 43.6%

22 56.4% 17 43.6%

17 43.6% 22 56.4%

意識していた 意識していなかった

(1)理科・数学の面白そうな取組に参加できる（できた）

(2理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ（役立った）

(3)理系学部への進学に役立つ（役立った）

(4)大学進学後の志望分野探しに役立つ（役立った）

(5)将来の志望職種探しに役立つ（役立った）

(6)国際性の向上に役立つ（役立った）

効果があった 効果がなかった

(1)理科・数学の面白そうな取組に参加できる（できた）

(2)理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ（役立った）

(3)理系学部への進学に役立つ（役立った）

(4)大学進学後の志望分野探しに役立つ（役立った）

(5)将来の志望職種探しに役立つ（役立った）

(6)国際性の向上に役立つ（役立った）
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問２，問３の質問項目に対しては，「大変増した」，「やや増した」の肯定的な回答
が90％弱にのぼった。これまでのＳＳＨ事業の成果と考える。
下表の問４の結果から，ＳＳＨコース生徒自身が向上したと考えている事項は，(1)

～(14)まで，「大変増した」「やや増した」の回答がほぼ60～70％を占めている。特
に「(1)好奇心，(13)探求心」，「(3)実験，（4）観測・観察への興味」等が特に向上
したと回答している。しかし，前述したとおり「国際性の向上」に関しては，やはり
同様の結果となってしまった。11月に行われた自然科学発表会で生徒達は，初めて自
分たちの課題研究をの成果を発表・プレゼンテーションを行ったが，別のアンケート
では，「プレゼンテーションが難しかった」等の自分自身の考えていること，分かっ
ていることを他者に伝える・発信する難しさを感じている。このＳＳＨ意識調査でも
同様の結果が得られた。今後プレゼンテーション能力の向上も重視したい。

問７では，問４同様，「プレゼン」の
難しさに関する回答が多い。部活動が
盛んな本校では，ＳＳＨコース生徒は，
自然科学系部活動と他の部を掛け持ち
している生徒が非常に多い。「部活動と
の両立」は，ＳＳＨ指定申請中からの
検討事項であり，平常時や長期休暇中
のＳＳＨ事業の実施に関して十分配慮
した。しかしながら，ＳＳＨコース生
徒の一番の悩みとなっているようだ。

(2) 保護者への効果
次ページに保護者アンケートの結果を示す。
問３について，ＳＳＨに参加したことで子どもの科学技術に対する興味・関心・意

欲が増したと答えた保護者は，「大変増した」11名，「やや増した」21名，それらを
合わせた肯定的な回答は32名（82.0％）にのぼった。
問４について，ＳＳＨに参加したことで子どもの科学技術に関する学習に対する意

部活動との両立が

困難

23%
学校外にでかける

ことが多い

3%
授業内容が難しい

15%

発表の準備が大変

20%
レポートなどの提出

物が多い

5%

課題研究が難しい

6%

授業時間以外の活

動が多い

8%

理数系以外の教

科・科目の成績が

落ちないか心配

8%

特に困らなかった

9%

その他

3%

問７ あなたがSSHの取り組みに参加するにあたって、

困ったことは何ですか？

大変増した
26%

やや増した

64%

もともと高かっ

た
5%

分からない
5%

問２ SSHに参加したことで、科学技術に対する

興味・関心・意欲が増しましたか？

大変増した

10%

やや増した
79%

効果がなかっ

た
3%

もともと高かっ

た
3%

分からない

5%

問３ SSHに参加したことで、科学技術に関する

学習に意欲が増しましたか？

問4　ＳＳＨに参加したことで、あなたの学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に向上がありましたか。

(1)未知の事柄への興味（好奇心） 6 15.4% 26 66.7% 0 0.0% 5 12.8% 2 5.1%

(2)理科・数学の理論・原理への興味 6 15.4% 22 56.4% 9 23.1% 2 5.1% 0 0.0%

(3)理科実験への興味 17 43.6% 12 30.8% 3 7.7% 7 17.9% 0 0.0%

(4)観測や観察への興味 11 28.2% 18 46.2% 2 5.1% 2 5.1% 5 12.8%

(5)学んだ事を応用することへの興味 6 15.4% 19 48.7% 11 28.2% 0 0.0% 3 7.7%

(6)社会で科学技術を正しく用いる姿勢 4 10.3% 23 59.0% 4 10.3% 1 2.6% 7 17.9%

(7)自分から取組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心） 3 7.7% 20 51.3% 10 25.6% 1 2.6% 5 12.8%

(8)周囲と協力して取組む姿勢（協調性、リーダーシップ） 3 7.7% 24 61.5% 7 17.9% 0 0.0% 5 12.8%

(9)粘り強く取組む姿勢 2 5.1% 23 59.0% 6 15.4% 2 5.1% 6 15.4%

(10)独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性） 1 2.6% 21 53.8% 9 23.1% 4 10.3% 4 10.3%

(11)発見する力（問題発見力、気づく力） 5 12.8% 19 48.7% 5 12.8% 1 2.6% 9 23.1%

(12)問題を解決する力 3 7.7% 20 51.3% 4 10.3% 1 2.6% 11 28.2%

(13)真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） 8 20.5% 20 51.3% 6 15.4% 4 10.3% 1 2.6%

(14)考える力（洞察力、発想力、論理力） 3 7.7% 20 51.3% 4 10.3% 1 2.6% 10 25.6%

(15)成果を発表し伝える力（レポート作成、プレゼンテーション） 2 5.1% 14 35.9% 12 30.8% 0 0.0% 11 28.2%

(16)国際性（英語による表現力、国際感覚） 2 5.1% 14 35.9% 13 33.3% 0 0.0% 10 25.6%

大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった 分からない
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欲は増したと答えた保護者は，「大変
増した」７名，「やや増した」20名，
それらを合わせた肯定的な回答は27名
（69.2％）にのぼった。
問８に関しては，ＳＳＨの取組を行

うことは，学校の教育活動の充実や活
性化に役立つと思うと答えた保護者
は，「すごく思う」18名，「やや思う」
16名，それらを合わせた肯定的な回答
は34名（87.2％）にのぼった，以上の
アンケート結果から，保護者は，本校
のＳＳＨの取組に対して好意的な印象
を持っていると思われる。

(3) 教職員への効果
右下のグラフに教職員アンケートの

結果を示す。
問６について，ＳＳＨに参加したこ

とで，生徒の科学技術に対する興味・
関心・意欲が増したと答えた教員は，
「大変増した」８名，「やや増した」
５名，それらを合わせた肯定的な回答
は13名（92.8％）にのぼった。
問７について，ＳＳＨに参加したこ

とで，生徒の科学技術に関する学習に
対しての意欲は増したと答えた教員
は，「大変増した」６名，「やや増した」
６名，それらを合わせた肯定的な回答
は12名（85.8％）にのぼった。
問10について，ＳＳＨによって，学

校の科学技術や理科・数学に関する先
進的な取組が充実したと思う教員は，
「大変充実した」３名，「やや充実し
た」11名，それらを合わせた肯定的な
回答は14名（100％）にのぼった。

３．科学の学習および科学技術についての
意識調査の結果
次ページに，１年次生280名を対象に，

４月と２月の２回実施した「科学の学習
および科学技術についての意識調査」の
結果を示す。
ＳＳＨコース生徒と普通クラス生徒の

比較では、おおむねＳＳＨコース生徒の
方が科学の学習および科学技術について
の意識は、予想通り高い結果が得られた。
ＳＳＨコース生徒のＳＳＨ事業実施前

の４月とＳＳＨ事業実施後の２月の意識
を比較すると、多くの講演会や体験授業
等の影響により、好結果が得られている。
しかし、一部の調査項目では、ＳＳＨ事
業がマイナスにはたらいている回答も見
られる。今後しっかりと分析・検証を行
い、来年度以降のＳＳＨ事業に生かして
いきたい。

大変増した

29%

やや増した

56%

効果がなかっ

た
5%

もともと高かっ

た

5%

分からない
5%

問３ SSHに参加したことで、お子さんの科学技術に対

する興味・関心・意欲は増したと思いますか

大変増した
18%

やや増した
53%

効果がなかっ

た

8%

分からない
21%

問４ SSHに参加したことで、お子さんの科学技術に関

する学習に対する意欲が増したと思いますか？

とてもそう思う

46%
そう思う

41%

どちらともいえ

ない
10%

そう思わない

3%

問８ SSHの取組を行うことは、学校の教育活動や活性

化に役立つと思いますか？

大変増した
57%やや増した

36%

もともと高かっ

た

7%

問６ SSHに参加したことで、生徒の科学技術に対する

興味・関心・意欲は増したと思いますか？

大変増した

43%
やや増した

43%

分からない

14%

問７ SSHに参加したことで、生徒の科学技術に関する

学習に対して意欲は増したと思いますか？

大変充実した

21%

やや充実した

79%

問10 SSHによって、学校の科学技術や理科、数学に

関する先進的な取組が充実したと思いますか？

↑保護者アンケート ↓教職員アンケート
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第５章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

１．研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向

(1) 論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究。

① ＳＳ数学Ⅰ

・クラス内の学力差の正確な把握と習熟度別授業等による授業展開の工夫

・授業内容の精選と進度と深度の確保

・創造性や独創性を育てる授業の研究開発と学習の理解を深化させる魅力的な教材の開発

② ＳＳ理科α・β

・理科４分野の目標やねらいに応じた授業内容の精選と進度と深度の確保

・創造性や独創性を育てる授業の研究開発と学習の理解を深化させる魅力的な教材の開発

(2) 優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者や技術者の育成を目指した効果

的な教育プログラムの研究。

① ＳＳ基礎

・「山梨を知る講演会」等のＳＳ基礎を構成する６講座の有機的な連携関係の検証と再構築

・外部講師による講演会に際しての事前準備・学習の工夫

・ＳＳ基礎全般の指導方法と評価方法の改善，工夫

② ＳＳ英語

・講義の理解度を高めるために，多様な場面で通用するリスニング能力を中心とした英

語力の向上

・英語科教員と理数科教員の協力体制の在り方と事前指導の充実

・英国姉妹提携校ＫＬＢ校との交流・連携の充実

③ 課題研究Ⅰ

・課題研究における指導方法と評価方法の改善，工夫

・課題研究に携わる期間と時間の確保と課題研究の充実

④ サイエンスツアー・サイエンスラボ

・事前学習，事前課題の提示・取組方法とその評価

・講義型メニューから体験型メニューへの転換と野外研修の充実

・実験，実習先との綿密な打合せの実施

(3) 峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域とのネットワークの構築に関する

研究。

① サイエンスステップ・サイエンスジャンプ

・ＳＳＨ生徒参加型の小中学生体験授業の企画・運営と体験授業内容の精選

・自分の知識を他に発信するプレゼンテーション能力を高める指導方法とその工夫

・小学生対象体験科学教室と小中学生対象出前授業の実施
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② サイエンスアカデミー

・本校生徒と周辺地域の中高生の科学的リテラシーと興味関心の高揚のための工夫

・ＳＳＨ事業の成果普及のためのプレゼンテーション能力を高める指導方法とその工夫

・地域住民，ＰＴＡ，同窓生への周知方法の確立と本校同窓会への協力依頼

２．成果の普及

本校のＳＳＨ事業の成果を普及するために，今年度は，学校ホームページ内にＳＳＨ

を開設した。校内とＳＳＨクラス保護者宛にＳＳＨ通信を年４回発行した。さらに本校

広報「紫風」（年４回発行：校内，近隣中学生および学校周辺の世帯に配布）にも２回

掲載した。また，サイエンスジャンプやサイエンスアカデミーでは，１年次ＳＳＨコー

スの生徒がパワーポイントにて本校ＳＳＨ事業を紹介した。

来年度は，サイエンスアカデミーやサイエンスステップ・ジャンプ（体験科学教室）

等の際には，積極的にＳＳＨ事業の成果を発信していきたいと考えている。また，ＳＳ

ＨのＨＰの更なる充実と更新間隔を短くすることを心掛けたい。ＳＳＨ通信においても

月１回程度の発行を目標としたい。さらに，広報「紫風」への掲載回数も増やしていき

たい。

さらに，ＳＳ基礎およびＳＳ探究Ⅰの外部講師による講演会に関しては，一部を一般

公開とすることも検討中である。

日川高等学校広報「紫風」 日川高等学校 ＳＳＨ通信
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教科 科目 標準単位 普通 ＳＳＨ 文 理 ＳＳＨ 文 理 ＳＳＨ
　国語表現Ⅰ 2 　　　Ａ選択⑥　  2             2
　国語表現Ⅱ 2
　国語総合 4 5 ５
　現代文 4        3 (▲1 ▼2)            2 ２
　古典 4        3          3 ３ 　　2▲
　古典講読 2
※ﾊｲﾊﾟｰ現代文 2 　　　　2     2 ２
※ﾊｲﾊﾟｰ古典 2 　　2▼       2 ２
※国語演習 2
※日本文学演習 2
　世界史Ａ 2    2 ２                    Ｂ選択④
　世界史Ｂ 4        4 　　2▲　　　 　　　2
　日本史Ａ 2    2  ２
　日本史Ｂ 4        4 　　2▲　　　 　　　2
　地理Ａ 2    2  ２           Ｃ選択　Ｄ選択
　地理Ｂ 4        4 　　2▲　　　 　　　2            2　　　 2
※ﾊｲﾊﾟｰ世界史 2 　　2▼
※ﾊｲﾊﾟｰ日本史 2 　　2▼
※ﾊｲﾊﾟｰ地理 2 　　2▼
※世界史研究 2 　　　　　　　　　　2     　2
※日本史研究 2 　　　　　　　　　　2     　2
※地理研究 2 　　　　　　　　　　2       2
※世界紀行 2
　現代社会 2        2          2 ２
　倫理 2                     2            2 ２
　政治・経済 2                        2                    2
※現代社会研究 2                   2
※倫理研究 2
※政治経済研究 2
　数学Ⅰ 3 4
　数学Ⅱ 4          4          5
　数学Ⅲ 5     2▲
　数学Ａ 2 2
　数学Ｂ 2     2          2
　数学活用 2          　2 
＊　ＳＳ数学Ⅰ 6 ６
＊　ＳＳ数学Ⅱ 7 ７
＊　ＳＳ数学Ⅲ 7 ７
※ﾊｲﾊﾟｰ数学Ⅱ 2          2     4
※ﾊｲﾊﾟｰ数学Ⅲ 2     2▼
※ﾊｲﾊﾟｰ数学Ｂ 2          2          　2
※総合数学 2
※数学探究 2
※数学演習 2                     2                     2
　化学と人間生活 2
　物理基礎 2 　　2▲                 　2▲
　物理 4 　　　　　　   　2▼                     2
　化学基礎 2 2            3
　化学 4                 1▼    3          2                     2
　生物基礎 2 　　2▲ 　　　　　　　    2▲          3     
　生物 4                 1▼ 　　　　　　　   2▼          2                     2
　地学基礎 2 2            3
　地学 4                 1▼    3          2                     2
　理科課題研究 1          3     
＊　ＳＳ理科α 2 ２
＊　ＳＳ理科β 2 ２
＊　ＳＳ物理Ⅰ 4 ４
＊　ＳＳ物理Ⅱ 3 ３
＊　ＳＳ化学Ⅰ 3 ３ 
＊　ＳＳ化学Ⅱ 3 ４ 
＊　ＳＳ生物Ⅰ 4 ４
＊　ＳＳ生物Ⅱ 3 ３
※ﾊｲﾊﾟｰ物理α 1                           1▲
※ﾊｲﾊﾟｰ物理β 1                           1▼
※ﾊｲﾊﾟｰ化学α 1                           1▲
※ﾊｲﾊﾟｰ化学β 1                           1▼
※ﾊｲﾊﾟｰ生物α 1                           1▲
※ﾊｲﾊﾟｰ生物β 1                           1▼
※ﾊｲﾊﾟｰ地学α 1                           1▲
※ﾊｲﾊﾟｰ地学β 1                           1▼
※物理実験演習 2                           2
※化学実験演習 2                           2
※生物実験演習 2                           2
※地学実験演習 2                           2
※地球環境学 2
　体育 7～8    3 ３     2                  2 ２         2         2 ２
　保健 2    1 １     1          1 １
◎スポーツⅠ 2                   2
◎スポーツⅡ 2           2                   2
◎スポーツⅢ 2 　　　　　　　　　　         2
※スポーツ社会学 2                   2          2
※スポーツ科学 4                4
※ﾚｸﾘｴｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂ 2                   2
※体育課題研究 2 　　　　　　　　　　         2
　音楽Ⅰ 2    2  ２
　音楽Ⅱ 2            2                   2
　音楽Ⅲ 2                   2
　美術Ⅰ 2    2  ２
　美術Ⅱ 2           2                   2
　美術Ⅲ 2                   2
　書道Ⅰ 2    2  ２
　書道Ⅱ 2           2                   2
　書道Ⅲ 2                   2
◎ソルフェージュ 2 　　　　　　　　　　         2
◎素描 2                   2                           2
※音楽実技 2                   2
※演奏研究 4                4 
※現代美術 2 　　　　　　　　　　         2
※美術研究 4                4 
※応用の書 2                   2
※鑑識鑑賞 4                4 
※実用の書 2 　　　　　　　　　   　      2
　　オーラルコミュニケーションⅠ 2    1 １     1                1
　　オーラルコミュニケーションⅡ 4
　英語Ⅰ 3 5 ５
　英語Ⅱ 4     3           3 ３
　リーディング 4 　　2▲     2▲ ２▲
　ライティング 4     3                3 ３
◎英語理解 2           2                     2
◎英語表現 2 　　　　　　  　　  2        2                           2
※ﾊｲﾊﾟｰ英文読解 2     2▼     2▼ ２▼
※ﾊｲﾊﾟｰ英作文 2 　　　　2        2 ２
※英語会話 2                   2
　家庭基礎 2     2           2 ２
◎発達と保育 2                   2
◎ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 　　　　　　　　　　         2
◎ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 2                   2                     2
　情報Ａ 2
　情報Ｂ 2
　情報Ｃ 2    2 １
＊　ＳＳ基礎 2 ２
＊　ＳＳ探究Ⅰ 2 ２
＊　ＳＳ探究Ⅱ 1 １
※知のフロンティア 1
※プログラミング基礎 1

特活 ホームルーム活動 3 1 １ １ １
3～6 1

35 ３５ ３５ ３０
※
※
※

１．教育課程表
平成24年度入学生教育課程表

第６章　関係資料

SSHに関わる科目は、＊太字　網掛けのある科目

２年次 ３年次

合 計 単 位 数

外

　

　

国

　

　
語

情

報

家

　

庭

総 合 的 な 学 習

Ｓ

Ｓ

Ｈ

１年次

人間と
科学

地

理

歴

史

公

　

民

数

　

　

学

保

健

体

育

芸

　

　

　

　

術

国

　

　

語

▲は前期履修科目、▼は後期履修科目を示す。

理

科

学校設定教科「人間と科学」のうち「知のフロンティア」（山梨大学）、「プログラミング基礎」（産業技術短大）は学校外の学修による。

1
1
35

1
1
30

54



２．運営指導委員会の記録 

 
平成２４年６月２５日 第１回運営指導委員会 （司会 廣瀬高校教育課指導主事） 
 
 委嘱式 
  山梨県教育委員会高校教育課 望月高校教育指導官より以下の先生方へ委嘱状の交付 

氏    名 所            属 

加藤 正明 

輿水 達司 

風間 ふたば 

佐藤 哲也 

中村 宗敬 

松下 慶麿 

楡井 俊彦 

深沢 信吾 

赤池  亨 

廣瀬 浩次 

小林  智 

元山梨県教育長 

山梨県立大学 特任教授 

山梨大学 生命環境学部 教授 

山梨大学 工学部 准教授 

山梨大学 教育人間科学部 准教授 

株式会社松下製作所 代表取締役会長 

峡東教育事務所 所長 

山梨県総合教育センター 所長 

山梨県教育委員会 高校教育課 課長 

山梨県教育委員会 高校教育課 指導主事 

山梨県教育委員会 高校教育課 指導主事 

 
 
 議事内容 
  １）スーパーサイエンスハイスクール事業概要（廣瀬指導主事より概要説明） 
  ２）委員長及び副委員長の選任 
     委員長  風間 ふたば（山梨大学生命環境学部 教授） 
     副委員長 佐藤 哲也 （山梨大学工学部 准教授） 
  ３）日川高等学校スーパーサイエンスハイスクール事業概要（髙野ＳＳＨ推進係主任） 
     ・忙しいスケジュール（ＳＳＨ事業計画）であるが，課題研究に時間がかけら 

れるのか。 
      →部活動との兼ね合いもあるので研究のみというわけにはいかないが，試行 

期間でもあるので計画を進めながら改善すべきところは改善していく。  
また，部顧問や，他教員の理解，協力体制もできているので，必要に応じ 
て研究時間を確保していく予定。 

・ＳＳＨ事業がより多くの生徒に還元されるというが，具体的には。 
→講演会は全校生徒対象とし，一般にも募集を掛ける。サイエンスツアーに

関してはＳＳＨクラスの生徒だけでなく他クラス・他年次からも募集をす

る予定。 
       
  ４）質疑応答 
     ・特になし 
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平成２５年２月１８日 第２回運営指導委員会 （司会 雨宮ＳＳＨ推進係副主任） 
  

議事内容 （議長 風間ふたば委員長欠席のため，佐藤哲也副委員長） 
  １）今年度の事業報告について（髙野ＳＳＨ推進係主任） 
  ２）来年度の事業計画について（髙野ＳＳＨ推進係主任） 
     ・今年度の事業を振り返り、教員側から，生徒が大変だと感じることはあるか。 
     →課題研究では，発表会前日に遅くまで残って資料作りをするなど手探りな部

分があったが，来年に生かしたい。また，部活動もやりたい生徒のニーズに

もある程度応えられたと思う。 
     ・２年生に上がる際，ＳＳＨクラスから他クラスへの移動希望はあるのか。  
     →３名ほど文系への移動を希望している。修得単位としての問題はない。  
     ・ＳＳＨと前期入試の関係はあるのか。 
     →ＳＳＨでの募集ができないので，入学後に希望をとるしかない。 
     ・課題研究などで教員への負担はかなりあると思うが，３ヶ年もつか。 
     →先生方がついて行う研究は１・２年が中心。３年は個人的に疑問点を継続し

て研究する形式で個人研究を行う予定。おそらく調査研究が中心となる。  
     ・学年が進んでいくに従い、個人個人の興味の方向が多様化してくる中で、生

徒のやる気を育てる手立てはあるか。 
     →２年次に，各種科学オリンピックへの参加をさせることがきっかけの一つに

なると思う。また，各種団体から様々なイベントへの誘いが来るので，生徒

へ参加を勧めていく。 
     ・山梨大学への体験授業の申込は。 
     →県教委からの連絡に基づいて，現在計画を立てているところである。 
     ・生徒の興味・好奇心を高める内容であれば，高校の内容を多少逸脱してもよ

いのではないか。 
     ・ＳＳＨクラスと他のクラスとの生活上の対立や問題はあるのか。 
     →特に問題なく生活している。 
     ・文系希望の３人の補充はしないのか。 
     →ＳＳＨの目的を達成するためには，２年からの参加では不十分であると考え，

補充はしない。 
     ・ＳＳＨ予算で，どの程度授業環境がよくなっているのか。 
     →主には，実験に関わる普段の授業で使えるものから，課題研究等でも使える

機材が充実した。 
     ・大学のマネをするのではなく，よい刺激を生徒に与える意味で，県内だけで

なく東京などの大学に出向いて生徒に刺激を与えてやることを積極的にやれ

るとよいのではないか。 
     ・フェロー講演会での英語に対してはどのように取り組んでいるのか。  
     →講師との対応で予め資料を頂き，生徒は予習をさせてから講演会に参加させ

ている。 
     ・日川高校ＳＳＨのウリは何かを今後明確にしてもらいたい。２年次の計画に

は体験をもっと取り入れたらどうか。発表の場面を増やすことで伝える力が

さらに着く。校内の先生方へ，来年度の計画をできるだけ早い段階で示し，

学校全体で取り組めるようにした方がよい。 
     ・峡東教育事務所で発行している情報誌も活用していくことで宣伝効果が高ま

ると思うので，利用してください。 
  ３）運営指導委員からの指導・助言 
     ・外部講師の講演会に対する生徒の感想を，講師に伝えることでよりよい講演

会になると思う。 
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平成24年度指定

スーパーサイエンスハイスクール

研究開発実施報告書・第１年次
平成25年３月発行

山梨県立日川高等学校
〒405-0025 山梨県山梨市一町田中1062

電話：0553-22-2321 Fax：0553-22-7121

http://www.hikawa.kai.ed.jp

Ｍail：hikawa-k@pref.yamanashi.lg.jp
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